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学　長　挨　拶
　京都文教大学
　学　長　平岡　聡
　皆さんこんにちは。ただ今ご紹介いただ
きました学長の平岡でございます。本日
は『京都文教大学大学院文化人類学研究科
シンポジウム：文化人類学研究科18年間
を振り返る、フィールドワークの成果と課
題』にご参加いただきまして本当にありが
とうございます。御礼を申し上げます。
　私も開学当初からずっと先生方と一緒に
歩んできた者として、沿革も眺めながら、
大学の歴史を振り返ってみました。本学は
1996年、今から22年前に、文化人類学科
と臨床心理学科から成る人間学部一学部の
大学としてスタートをしました。ユニーク
な学科構成ということで、当時はいろんな
方々の注目を浴びたように思います。
　完成年度の 2000 年には、大学院の文
化人類学研究科が開設されました。そし
て10年間以上その状態が続いたのですが、
2012年には人間学部を総合社会学部へ名
称を変更、それから翌年の2013年には総
合社会学部に総合社会学科が開設されたこ
とで、「文化人類学科」という学科名称は
残念ながら消えてしまい、さらにこの度は
文化人類学研究科も募集停止という決断に
至りました。
　私も開学から先生方と一緒にここで働い
てきただけに、文化人類学科の名前が消え
たことはもちろん、この度の文化人類学研
究科募集停止という決断は、本当に断腸の
思いでございます。私は文化人類学という
学問を深くは知りませんが、非常に面白い
学問だと思います。私自身、大学の3回生
か4回生のとき、ふらっと本屋に立ち寄っ
たら、『文化人類学の考え方』という米山
先生の本が目に入り、なんか面白そうだな
と思って買って読んだのを今でも覚えてお
ります。
　ただ現在、日本の高等教育および受験生
自身が実学や資格を志向するようになり、
本質的に物事を考えるような学問に対して
少し距離を置くような傾向が見られます。
それにともない、受験生に文化人類学とい
う学問の面白さをアピールできなくなった
ことが背景になって学科がなくなり、そし
て今回は研究科がなくなるという残念な結
果に至りました。
　安倍政権の政策を見ておりますと、人文
科学に対する冷ややかな態度が透けて見え、
「学生はちゃんと就職して税金払え。いら
んことは考えるな」と言っているような気
がしてなりません。その中で私たちがどう
それに対抗していくかということが今後の
大学の課題となるでしょう。
　文化人類学の人気が薄れた背景にはこの
ような事情がありますが、本学の文化人類
学科および文化人類学研究科が果たした役
割は非常に大きなものがあったと私は思い
ます。確かに「文化人類学」という学科や
研究科の名前は消えてしまいますが、本学
の文化人類学科・文化人類学研究科が有為
な人材を社会に輩出したという事実は決し
て消えることがありません。これはしっか
りと本学の歴史に刻まれるでしょう。
　それから文化人類学の重要な手法であり
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ますフィールドワークは、本学が重視する
現場主義教育の教育基盤に今でも据えてい
ます。来年度には基盤教育センターも立ち
上がりますが、この文化人類学的な発想あ
るいは手法であるフィールドワークを、本
学の新たな教育の核に据え、この文化人類
学の精神を伝えて発展・継承させていきた
いと思います。
　今日は松田凡先生のご講演、その後ひき
続いてシンポジウムが開催されます。登場
人物を見ただけでも本当に懐かしい思いで
おります。先ほども話をしていたのですが、
ちょうど1期生の方は非常に個性豊かな学
生ばかりで、特に水口くん、今日も来てい
ただいていますけれども、開学1年目、上
回生がいない閑散としたキャンパスで、普
照館の3階の窓辺に腰掛けた水口くんが横
笛を吹いていたのですね。静謐なキャンパ
スに響き渡ったその調べが、いまだに私の
耳に残っています。
　それから1期生の森田くんも今日来てい
ただいています。高山先生について『チ
ベット旅行記』の研究を志していたので、
確か金曜日の1限目だったと思うのですが、
私の研究室で彼にチベット文字の書き方や
読み方を教えたのを覚えています。今と
なっては、懷かしい思い出です。
　さて今日は、初代の研究科長でいらっ
しゃった田中先生、それから西川先生もお
見えいただいています。ありがとうござい
ます。文化人類学研究科はなくなりますが、
新たな形で文化人類学の考え方や手法を、
本学の教育の中心に据えるヒントを得られ
たらと思い、今日、私は参加いたしました。
短い時間ですけれども、皆さんにとって有
意義な時間になればと思います。よろしく
お願いいたします。
第１部　講演「フィールドワークと人生－これで終わった気になるなよ！」
京都文教大学・名誉教授
　松田　凡
　松田でございます。今から１時間ほどお
話をさせていただきます。最初に、こうい
う形でお呼びいただいてどうも本当にあり
がとうございます。私はこの３月に退職を
しまして、それ以来あまり人前で話す機会
がありませんので、１時間という時間をう
まく使えるのか自信がないような情けない
状態ではありますけれども、頑張って努め
させていただきたいと思います。
　研究科長の金先生からお話があって、
フィールドワークについて何か話をという
ことでありました。あれこれ考えまして、
最初は旅と人生みたいな話を思いつきまし
た。『山と人生』というタイトルの本があっ
たなと思って柳田国男を調べたら、実はあ
れは『山の人生』。山とじゃなくて山の人
生ですね。いわゆる「まれびと論」という
山に暮らしている人たちの一生に関する非
常に面白い聞き書きです。そういうもので
したので、ちょっと私がここで考えている
ことと違うなと。では『旅と人生』という
本を書いた人いるのかな、と思って調べ
たら、出てきたのは良寛さんでした。『良
寛～旅と人生』というタイトルの本を松本
市壽という方が2009年に書かれています。
これは良寛作の短歌、俳句、漢詩を編集し
たものですので、副題で「旅と人生」とつ
いていますけれど、私の話しとはまた全然
違う。案外フィールドワークと人生という
括りは私にとっては当たり前だと思ってい
たのですけれど、そういうタイトルの本は
ないのかなと思ったのですが、やっぱり調
べるとありました。しばらく前に京大を退
官されました菅原和孝先生が『「原野の人
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生」の長い道のり：フィールドワークはど
んな意味で直接経験なのか』というタイト
ルで日本文化人類学会賞を受賞された際
の記念論文が2013年に雑誌『文化人類学』
に出ています。ご承知のように菅原先生は
ずっとブッシュマンの研究をされてきた方
なので、原野の人生、これを英語で言うと
フィールドになるのかもしれませんが、む
しろ柳田の『山の人生』に近いような内容
になっているのかなと。ただ、あんまり難
しくて読んでも分からない。菅原先生の本、
だいたい難しくてよく分からないので読み
ませんでした。ですので、別にそれを参考
にしようという意図は今日はありません。
　私がお話しするのは、結局本学の文化人
類学科それから文化人類学研究科、約20
年の中でフィールドワークが教育に対して、
また学生や教員の人生に果たした役割や影
響について今一度考え直してみたい。先ほ
ど金先生がおっしゃった主題を私はそのま
ま考えています。とはいえ、この後で研
究科の修了生の方々がそれぞれの人生と
フィールドワークについてお話しされるの
かなと私は思っているので私はその露払い
というか、さわりの話をちょっとすること
にします。私は私で、私の経験したフィー
ルドワークに基づく話をします。私はアフ
リカ専門でエチオピアを調査地としてずっ
とやってきましたし、それと授業としては
フィールドワーク実習ですね、大学院のほ
うもフィールドワークの実習という科目を
後で作りましたが、それに力を入れてきた
つもりですので、その私の経験の話をする
しかないと思っています。
　今日のタイトルが「フィールドワークと
人生」です。「これで終わった気になるな
よ」と副題を付けさせていただきましたけ
ど、これは実を言うと、2013年に文化人
類学科がクロージングセレモニーをすると
きに卒業生たちが記念行事を催してくれま
して、そのときに臨床心理学科１期生で本
学職員の立石さんがこういうＴシャツをデ
ザインしてくれたりキャッチフレーズを考
えてくれたんですね。T シャツの背中は
『人生はフィールドワーク』というタイト
ルになっておりますけれども。そのときの
チラシに『これで終わった気になるなよ』
という、これは立石さんの言葉であります。
私、これずっとそのときから結構気に入っ
ていまして、この講演の話をいただいたと
きもやっぱこれやなっていうふうに思いま
した。つまり、『これで終わった気になる
なよ』というのはですね、まず第一には大
学への多少の怨念を込めてですね。平岡学
長はそこでうなずいてはりますけど、これ
で終わった気になるなよというのが一つは
ありますし、その次には、卒業生それから
修了生に対してです。組織としてはこれで
閉じるわけですけれども、自分が学んだ文
化人類学であったり、フィールドワークが
ずっと生き続けてるという話を後でしてく
れると思っています。それから最後に、私
自身が早期退職という形で大学をやめまし
たので、自分自身へのエールとしてこの言
葉はかみしめたいというふうに思いました
ので、今日のタイトルの副題に付けさせて
いただきました。それで、今日私がお話を
しようと思う主題は、フィールドワーク
における暗示的経験とにかかわるもので
す。フィールドワークの中でなかなか語ら
れない情報というのがある。経験に根差す
情報と言ってもいいでしょう。つまり、研
究とか論文にするためにデータとして集め
る情報というのが第一に大事ではあります
けれども、それとは別に、そのフィールド
ワーカーのもっと人間的あるいは身体的な
形成の中により関わる情報というのがあり
ます。普通あんまりそういうのは公表しな
い。表立って言わないというのが暗黙の了
解になっていると思います。しかしご承知
のとおり、1980年代以降の「ポスト構造主
義」という時代の中で、人類学的フィール
ドワークはそうした裏側の情報もある程度
研究に生かしていくというやり方が出てき
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ています。ただ、相変わらず友人とか先生
との間でしか語れないような経験や、後か
ら振り返って自分にとって、ああ、あれは
重要な経験だったなって思うようなことが
私にもたくさんあります。そうしたものの
多くは、自分の未熟さや恥ずかしさ、青臭
さとセットでありますので、おおよそ人に
語るものではない、語れるものではないと
いうふうに自制している部分というのは誰
しもあるのではないかなと思います。
　ただ、この大学でフィールドワーク実習
や私自身が長年フィールドワークをやって
きた中で、学生は研究者と違ってそうした
フィールドワークの中の語られない情報に
ついて思いも深いし、専門的、職業的な人
類学者じゃないわけですから、そういった
ものを糧に彼ら彼女らが人生を生きていく
というのは、それはやっぱり教育としての
フィールドワークの価値だと、私は言える
のかなと思っています。今日はそうした私
の暗示的経験みたいなものも包み隠さずお
話しする、などという勇気は到底ありませ
んが、幾重にもオブラートにくるんで、抽
象化して、他人事にして話す。恥ずかしい
ことばかりではありませんし、語れること
もありますが、研究論文のデータとは違う
というお話であります。それらのエピソー
ド的なものを三つに分けてお話をして、で
きればその後パネルディスカッションの中
で生かしてもらえればなと思っています。
　その前に、私自身がどういう主なフィー
ルドワークをしてきたのか、どんなところ
でどんなことをしてきたのかというのを
拾ってみました。このうち全部を取り上げ
ませんけれどいくつかの話が出てまいりま
す。私はエチオピアの西南部のオモ川下流
地域という所で、正式には1986年からほ
ぼ毎年でもないですけどずっと調査に入っ
ておりました。大部分は文部科学省の科学
研究費をいただいたりしましたし、ＪＩＣ
Ａの専門家という立場で行ったこともあり
ます。それから院生のときには、鳥取県西
部の東伯地方、倉吉から西に広がる地域の
調査を私が所属していた研究科の合同調査
としてやっておりました。91年から94年
ごろですね。そこは日本が国策としてもの
すごく広大な畑作灌漑地域を作った所で、
その成果についての研究ということで、私
の先生だった人たちが国から委託を受けら
れて調査をしました。それからタンザニア
のドドマ地方の調査研究を、これも科研費
でやらせてもらいました。さらに本学へ勤
めてからは橋本先生、杉本先生、森先生ら
と、「地域丸ごと科研」とみんなで呼んで
いましたけれども、今の地域連携とか観光
研究につながる、基礎となる研究費を取っ
て始めました。この時は遠野や湯布院、大
洲、沖縄などで調査をさせていただきまし
た。これは2003年から2006年です。それ
から滋賀県大津市の和邇地区というのが、
文化人類学科のフィールドワーク実習で、
99年、2000年ぐらいまでやったかと思い
ますけれども、森先生と合同でやりました。
それから今度はエチオピアで実習をやろう
と思って、最初はアフリカへ学生を連れて
行く自信があんまりなかったのですけれど
も、西南部にある私のフィールドではなく
て北部のラリベラという、13世紀のキリ
スト教遺跡で有名な世界遺産の町があるの
ですけれども、そこへ学生と一緒に行くよ
うになりました。これが2003年から2007
年と、それから2012年、2013年です。
　実は、もうちょっとこの間にも実践実習
とかいろんなものがあって、ほとんど10
年以上何かの形で学生と一緒にラリベラに
行きました。多いときは17人学生を連れ
て行きましたし、少ないときでも４、５
人。今だから言えるのですがが、臨床の学
生も何人か行きましたし、学生のお母さん
というのも一緒に行ったことあります。な
んかようわけの分からない実習だったんで
すけど。それから２年生のゼミで、滋賀県
京都文教文化人類学研究　第 13 号28
の高島市の針江という所で最近はずっと授
業をやっておりました。それから大学院で
は、最初のころは教員と学生がいっしょに
行くフィールドワーク実習という科目はな
かったと思うんですけど、私が大学院教員
になってからこういうのもあってもいいん
じゃないかという話になってそれで始めま
した。最初私と橋本先生で岐阜県の郡上市
八幡町で、2010年から始めました。これ
も先生方交代でやっていましたので、17
年には私がもういっぺん担当しました。今
日会場にいる中国人の留学生と一緒に行っ
たというのがこれですね。
　スライド上の表の一番下にあるのは、実
習ではないのですけれども、ある意味
フィールドワーク的な活動として、ずっと
本学の学生課と宗教委員会主催で、2011
年の東日本大震災のあった夏から福島県の
相馬市、宮城県の仙台、石巻に、夏休みの
短い期間ではありましたけれども学生さん
と一緒に、学長も毎回一緒に行っていただ
いて続けた活動があります。私の中では期
間こそ短いしこれで研究論文書くわけじゃ
ないんですけど、フィールドワークの話に
混ぜて今日はさせていただきたいと思いま
す。最近では、ご承知のとおり九州北部豪
雨というのがありまして福岡県の朝倉市に
行きましたし、熊本地震で被害を被ったの
が熊本市益城町ですね、こういう所へも
学生とともに行きました。それから今年
2018年も、これはまだまだ続いているわ
けですけれども、岡山県の真備町で大きな
水害がありまして、私はこの時すでに退職
をしていたのですけれども、なんとなく血
が騒いで、自分一人で日帰りではありまし
たけれども行きました。その後学生課から
も声をかけていただいて、今年は学生さん
と一緒に総社市へボランティアに行きまし
た。この話も、少し今日の話しに付け加え
させていただきたいと思います。
　これらのエピソードを題材に、フィール
ドワークの教育的意義を3つにまとめまし
た。まず1番目に、①フィールドワークは
人をおとなにする。これは、ほんとに私は
もう従来から考えてきたことだし、フィー
ルドワーク実習をやって学生たちを見てい
て、やっぱり成長というのを一番感じるの
はフィールドワークから帰ってきてから後
だったと思います。それから2番目に、②
フィールドワークは人に故郷を作る。故郷、
つまり自分が生まれて育った所以外にも故
郷を感じられる場所を持つ。私はエチオピ
アも自分の故郷だと思っているし、私は今
琵琶湖の東側に住んでいますけど、ちょう
ど琵琶湖の向こう側にですね、先ほど言い
ました和邇という地区があるんですけど、
あそこを見る度にあそこも自分の故郷だと
いうふうに思いますし、とにかく、フィー
ルドワークに行った所は全部私自分に故郷
になっちゃっているというお話をしたい。
それから三つ目に、③フィールドワークは
人と世界とをつなぐものであるという、こ
の三つに話は収斂するつもりでおります。
　最初に、フィールドワークは人をおとな
にするという話です。この写真は1988年
に博士課程に入ってから、エチオピアの調
査、このときは２回目ですけれども、これ
から私がフィールドへ行こうという峠の上
からエチオピア西南部のサバンナを見下
ろしたところ。私のフィールドであったク
チュルという村はこの草原のはるかかなた
にあります。ここから南へ真っ直ぐ150キ
ロぐらいの所がケニア・エチオピア国境で
す。それから、写真のやや右上、東方へま
たやっぱり150キロぐらい行きますと、今
度スーダン国境です。ですので、エチオ
ピア、スーダン、ケニアの国境に近いよう
な所で調査をしておりました。次の写真は
私が調査したクチュルという村です。家が
150軒ほどお椀をひっくり返したような草
屋根の家が連なっている。サバンナの真ん
中にある、病院や店やそういうもの一切な
い、もちろん電気・水道なんか何にもあり
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ませんけど、そういう村に行ったときの写
真であります。
　ここからおとなの話なんですけれども、
1988年、私が30歳の時です。このとき長
期で１年半ぐらいいましたので、テントと
いうのもしんどいということで家を村の中
に建ててもらうようにしました。家を建て
てもらうというと簡単なようですが、で
も当然誰もタダでは動いてくれませんの
で、おカネを払って人を雇って家を建てる
という。私にとって人をカネで雇うという
経験はこのときもちろん初めてです。日本
で人に雇われた経験はありますけど、でも、
初めてカネを払って人に仕事をしてもら
う。これは、今に至るまで私は大きい経験
だったなというふうに思います。はっきり
言ってもうトラブル続きっていうことです
よね、カネで人を雇うというのは。村の人
たちにはわれわれと同じような意味での契
約の観念とかそんなものはおおよそありま
せんので、仕事が終わったらとにかく最初
の額の数倍請求されるというのが普通です。
それから、だいたい働いてくれないですし
ね。最初５人働いているはずやったのに、
気が付いたら８人ぐらい仕事しているんで
す。３人は何しているの？と言うと、いや、
仕事してるんやけど、そいつらカネ払わへ
んでと言うわけにいかんわけですよね。だ
から毎朝点呼をして「今日はこれだけの人
数な。」というふうに確認をしたりという
ようなことをやりながら、相当最初エネル
ギーを使いました。
　それから荷物を運ぶ際にも問題が生じる。
最初は１年半ぐらいの滞在でしたので結構
大量な荷物を村まで運び込みました。途中
までは車ですけどその後は徒歩で数十キロ
運びます。30リットルくらいのプラスチッ
クの箱を6箱くらいと、当面の食料などを
入れたズダ袋を数個。人を雇ってそれを担
いでもらって持っていってもらわないとい
けない。これもおおよそトラブルの種にな
ります。
　次の写真は、女の人が頭にこの箱を載せ
ているところです。アフリカのこの地域で、
荷物を背中に背負子にして運ぶか、頭に載
せて運ぶかというのは、民族集団によって
いろんな物の運び方があるのですけど、こ
のニャンガトムという人たちは頭に載せま
す。男は荷物運びません。女性なんですね。
頭に草で輪を作ってですね、天使のように。
だいたい水のポット20キロぐらいあるの
をみんな運びます。このときの私の荷物を
頭に載せて、森の中を歩くときは膝で進む
んです。そういうのを見るとですね、やっ
ぱり少々お金を後で高くせびられても払わ
ざるを得ないような気になります。
　これは2013年にエチオピア北部のラリ
ベラへ学生を実習で連れて行ったときの写
真です。学生は楽しそうにピースしていま
すけれど、乗っているのはミュールといっ
てロバと馬のあいのこです。これを一日借
りて3000メートルぐらいの山の上までト
レッキングに行った時の写真です。この両
側にいるのはいわゆる馬子の人たちですけ
れども、なかなかカネの話は難しい。最初
に一頭当たりいくらで何頭という話を決め
てから出発するのですけど、帰ってきたら
馬と馬子の数が増えているんです。「なん
で？」と。「それ、乗ってへんやろ？」「お
まえら勝手についてきたんちゃうの？」っ
て言うんですけど、そういうわけにいかな
い。半ばけんかのようにして馬子とやりと
りをするのですけど。学生はそういうのを
おそらく知らないと思うのですけど、私は
陰でそういうことに疲れ果てるというのが
実状です。
　この写真は年にエチオピアのこれこそ普
通の人が行かないような所、エチオピア南
部のシェルマ川の流域を歩いてみようとい
う計画を立てて、１週間ぐらい雨季の最中
に森の中、草の中をかき分けて進んだこと
があります。友人2人と1週間分の荷物を
ラバを雇って運ぶ。すると途中で道が崩れ
ていて、ラバが通れないと言われて、結局
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は自分らで荷物を持ち直したりしながら、
最後は当初予定していたお金の何倍か要求
される。この時は役所絡みで裁判になりか
ねないような状況までいきました。でもず
いぶんこちらも慣れてきまして、毅然とし
た態度を取るということもできるようにな
りました。
　アフリカに行き始めた最初のころ、ケニ
アに1980年ぐらいに行ったときは町なか
で自称ウガンダから来た大学生に声かけら
れて、自分は実は政治的亡命をしたいと。
これからタンザニアへ逃げるので資金を出
してくれへんかと。ケニアには京大の先生
が多かったものですから、京大の誰々先生
も出してくれたとか、向こうも知っている
わけです。ついついそうなるとこっちも情
が移ってお金を出したりして。後になって
ナイロビ事情に詳しい人に聞いたら、「ああ、
そういう詐欺に引っかかったんや。」と言
われました。大都会のアディスアベバやナ
イロビでだまされたことは学生にはしゃ
べったことないですけど、限りなくありま
す。
　でも、それらの一つ一つが私をおとなに
してくれたと、正直そういうふうに思って
います。なんで彼らがそうやって人をだま
さざるを得ないのか。半分怒りがありな
がらもその人たちが暮らす日常世界を考
えると、その理解との板挟みみたいなも
のがあります。一方的に嫌だと思ったら、
「もうその土地、二度とあんなとこ行くも
んか。」っていう気持ちになるでしょうし。
でも、いいことばっかりじゃないのも確か
ですので、板挟みがやっぱり人間的成長の
カギになるのかなというふうにあるときか
ら思うようになりました。
　これらがカネにまつわる話ですね。同じ
く人をオトナにするという話なんですけど、
私はやっぱりフィールドで人の一生に出会
うのだと思います。これは論文のデータと
して誰かのパーソナルヒストリーを聞くと
かっていう話とはまた別に、その土地で生
きる人の人生に出会うっていうことはすご
く自分に影響していると思います。
　次の写真のこの青年、これは1988年の
ときに撮った、私のキャンプの最初は通訳
代わりだったのですけど、実際には彼はク
チュル村の人間じゃないので、さっき言っ
たニャンガトムという隣の民族集団の青年
だったので通訳としてはまるで役に立たな
かったんです。彼は当時犯罪者としてエチ
オピア政府から追われておりました。当時
エチオピアはまだ社会主義国で、彼は近く
の町の高校へ行っていたのですけれども、
高校の同級生をケニア国境側へ逃がした罪
でエチオピア政府から追われていたため
に、町から遠く離れて逃げてニャンガトム
の村で隠れて暮らしていました。それで私
のキャンプで仕事をしてもらっていたんで
すけれども、非常に優秀な男ではありまし
た。その後91年に社会主義エチオピアは
倒れまして、93，4年ごろに新政府に移管
をします。その混乱期を経て私が調査に再
び戻ったら、彼はどうしているかというと
セキュリティポリスになっているわけです
ね。180度の転換ですよね。この前は警察
に追われていたのに、今度は追う側に回っ
ているわけですね。腰にピストルかなんか
持って。その後彼はその小さな郡の知事に
もなりましたし、それからさらに出世して
大きなエチオピアの南部州の刑務所の長官
になっていて、えらい変わりようやなとい
う気がしました。でも、やっぱりエチオピ
アみたいな国でそういう社会的政変という
か政権が交代すると、今までのテロリスト
は大統領になるわけですし、彼のように犯
罪者として追われていたのが役人になると
ていう、そのドラスティックな変化に私は
やっぱり人の一生というものをすごく感じ
ました。それが今、彼の顔を見るとそうい
うことを思い出します。
　今度はまたちょっと違う男性の話なんで
すけど、2004年に学生を実習でエチオピ
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アに連れて行って、エチオピアの小学校で
日本の小学生の暮らしについて学生が報告
すると、そういうプログラムをやっており
ました。日本人の学生が皆それぞれのテー
マで日本の小学生の暮らしを報告する。エ
チオピアの小学生が、5 ～ 60人くらい集
まってくれました。そのときに通訳をして
くれたエチオピア人の男性スタッフがいま
した。
　彼は、数年後にラリベラへまた私が行く
といないんですね。どうしたかというと、
イギリス人の銀行家の女性と結婚したと。
かなり年配の人だったらしくて、いっしょ
にイギリスへ渡って、そこからお金をラリ
ベラの自分の親族に送って、親族はそのカ
ネをもとにタクシーを数台と安いホテルを
経営している。最初は「へえ？」と思った
んですけど、そういう話というのは実はそ
の後いくらでも出てきました。写真に写っ
ている変な形の建物、レストランなんです
けれども、これもラリベラの若い男性がイ
ギリス人の女性にお金を出してもらってそ
れでこの奇怪な建物を建てたと。そういう
話がいっぱいあるんですね。最近、ホテル
を建てたという男性のケースは、相手が白
人のおばあさんなんですが、自分で歩けな
くてラリベラへ来るのに車椅子に乗ってい
た。男性のほうはまだ30何歳なんですよ。
そうやって彼らは自分の生きる道を切り拓
いていくんやなというのが驚きであるとと
もに、しかしいわゆる世界の流動性という
か人の移動というか、そういうものを強く
感じました。それ以外にも、フランス人と
結婚したラリベラ女性の話も聞いたことが
あります。私が学生たちを連れてよく行っ
たレストランのオーナーですけれども、離
婚してその離婚のお金をもとにラリベラで
ホテルを経営しているんです。いくらでも
そういう成功談みたいなのがあって、ラリ
ベラはキリスト教の聖地ですので、一般的
にはキリスト教文化が根ざす古い町という
イメージでまずは誰もが行くわけですけれ
ども、実際にはものすごく中身はドラス
ティックに動いているという、人類学の教
科書のような感じを受けました。
　さらに言えば、人の生きざまを教わると
いう意味で、フィールドで一番教えても
らったのは、偉い人は偉いということです
ね。正しいことを言う人は偉い。私がいた
クチュルという、私たちとはだいぶ常識の
違う人たちの村で、長年リーダーだったお
じいさんがいます。当時もう80歳ぐらい
だったと思うんですけど、1940年代のイ
タリアとの戦争の経験もあるという。演説
もうまいし、みんなが一目置いているのが
わかる。隣の民族にもその名を知られてい
るくらいの偉い人なんです。このおじいさ
んの言動を見ていて思ったのは、とにかく
国家の法律とかそういうものが及ぶ世界で
はありませんで、ほとんど無法地帯みたい
な村なんです。警察もありませんし。殺人
事件もときどきあるし大変なとこなんです。
でも、そういう世界だからこそ、自分が正
しいと思うことを言うと必ずそれを正しい
と言って認めてくれる人がいる。そういう
意味でどこにいても、それは日本にいよう
がこのエチオピア平原の真ん中にいようが、
人としてやるべきことは案外一つかもしれ
んなっていうふうに思ったというのはこの
おじいさんとの出会いなんですね。でもこ
のおじいさん、個人的にはいろいろと問題
ありまして、町へ連れて行くと売春宿に入
り浸っているとか、村でも酒を飲んで倒れ
て、最後は家から起きてこなくて死んでし
まった。むちゃくちゃなとこもあるんです
けど結構かわいらしいおじいさんでもあっ
て、私はひそかに理想の老後やなと思って
るんですけれども。そういう人たちとの出
会いもありました。
　人の一生という絡みで言えば、このク
チュルという村にいた間に人の死に数多く
直面するという、これも非常に大きな私の
中での経験でした。とにかくクリニックが
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ないわけですから、何かの病気になってこ
じらせると亡くなるっていう人もあります。
産後の肥立ちが悪くて子ども産んだ後すぐ
にお母さんが亡くなるという、日本でも昔
はそういう言い方をしたというのは知って
いましたけど、現実にそういうことが見た
のはこの村で初めてでした。私も薬くれと
言われてもですね、ビタミン剤ぐらいしか
あげられないのがつらかった。ある日聞く
と、うちの嫁さんはつい先日亡くなったと
いう。それからＨＩＶ。こんな孤立したよ
うな村ですけれども、だんだんやせ衰えて
死んでいく人がある。しかも、それは町で
悪いことをしてきた旦那が先死ぬのではな
くて、その奥さん、村から出たこともない
奥さんが先にＨＩＶで亡くなったというこ
ともありました。
　私が調査していた村のすぐ前をオモ川と
いう大きな川が流れているんですけれど
も、子どもがその川へ落ちて死ぬことがあ
る。ワニがたくさんいますので、足を滑ら
せて落ちたらなかなか助けられないんです
ね。私も、子どもが落ちて今流されたって
いうすぐその後に村に行ったことあります
けれども、親の嘆き悲しみというのは尋常
じゃなかったです。それから写真に写って
いるのはカラシニコフというロシア製の自
動小銃です。80年代末ぐらいからたくさ
んこういう物が入ってきて、酒によるけん
かの時や、酔って暴れた男を遠くから撃つ
というので亡くなったこともあった。それ
から、隣の民族集団の男性に水浴びをして
いた女の子が撃たれて亡くなった。まだそ
の女の子は、12、3歳だったかな？私が呼
ばれてなんとか手当てしろと言われたんで
すけど、脇腹に直径３センチぐらいの穴が
開いていて、ライフルで撃たれた後ですの
でもうほとんど虫の息でしたので、治療せ
よと言われても何していいのか分からない、
亡くなるのを見てるしかないっていう状況
でした。こうした理不尽極まりない死と日
常的に面している人たちだし、自分は日本
という、もっと死が隠された世界から来て
いますから、自分の親族ですら目の前で死
んでいくっていう経験はそんなにないわけ
です。人の一生の最期としてそういう理不
尽な死の話をしましたけど、人間にとって
大事なことを教えてもらったなというのが
自分のフィールドワークの実感です。長い
人類の歴史の中では当たり前のことばかり
なんですけど、日本ではおおよそ体験した
ことがなかったようなことばかりでした。
　でもこうした悪い話ばっかりじゃなくて、
子どもがすごくかわいいとか、年寄りがも
のすごくかわいいとか、あるいは若者のエ
ネルギーの爆発、ダンスとか見ているとそ
の発散する姿。それからおおらかな性をめ
ぐる話題ですね。こういうことも教えても
らった。人間にとって大事なことを知るっ
ていうことがおとなになるっていう、当た
り前の話ではあるとは思うんですけれども、
これが一番目のテーマです。
　それから二番目のテーマです。フィール
ドワークは人に故郷を作るということです
ね。私は「いつも心にふるさとを」という
言葉をよく思うんですけど、一日に一度は
エチオピアのこと思い出すし、学生と行っ
た和邇や郡上八幡のことを思い出したり、
結構フィールドとして行った先のことを何
かのときにふっと映像としてフラッシュ
バックするということがよくあります。そ
れがまた自分の本当の故郷というものを見
直すきっかけにもなる。私は、自分の父親
の生まれが京都の美山町ですので、しばら
く前から美山町へよく墓参りに行ったり親
戚をたずねて行ったりするようになりまし
た。
　次の写真は大学院の実習をやっていまし
た郡上八幡という岐阜県の中部の町です。
ご承知の方はよくご存じだと思いますが、
夏の７月から９月にかけて、40夜ぐらい
盆踊りを延々とやるので有名です。これは
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ぜひ見る価値があると思います。橋本先生
と最初始めたときも、それを題材に行った
所です。その郡上踊りに加えて、水の町と
しても有名です。まちの中央を流れている
吉田川という、長良川の支流ですけど、も
のすごくきれいな川です。この橋の上から
郡上八幡の子どもたちが13メートル下の
川へ飛び降りるというのがよくテレビで話
題になったりする、そういう町です。もの
すごく地元愛の強い人たちの多い城下町で、
そこで大学院の実習をしておりました。夏
の郡上踊りのシーズンになると、古い町並
みのあちらこちらでいろんなフシギに出会
う。ある日、夕方からいつも行きつけの酒
屋の軒先で酒を飲んでいたら、前をひょっ
とことおかめの踊りの一群がずっと通り過
ぎていくなんていうこともありました。そ
ういうことがごくごく普通に夏になると行
われています。
　写真に写っている男性は小木曽君といっ
て本学の卒業生です。彼が郡上八幡の振興
公社という所に勤めていまして、彼にいろ
いろアテンドを頼んだり町の中の解説を頼
んだりして、もともと彼がいるので郡上八
幡で実習を始めたという経緯があります。
彼は民音という民族音楽のサークルをやっ
たり、１年間休学して中南米を自分で歩い
たりして、卒業後は旅行会社に勤めたんで
すけれどもそこを辞めて郡上八幡の振興公
社の公募に応募して、臨時採用から入った
という人です。なんで郡上八幡なのかと聞
くと、彼は郡上八幡にほど近い多治見の生
まれで、子どものころから郡上八幡が好き
で、中学生ぐらいのときはそこまで電車で
行って川で泳いだり、あるいは高校になっ
たらキャンプをしに行ったりしていたのだ
そうです。そのうちにだんだん自分がここ
で働くっていうことがごくごく自然に思え
るようになってきたということでした。地
元愛っていうと、郡上八幡生まれのすごく
熱い人たちは多いですが、案外外から郡上
が好きで来て、そのままこの町のために働
いたりしている人も結構多いというのが特
徴です。そういう意味でも、小木曽君に代
表されるような第二のふるさと、第三のふ
るさとと人との結びつきっていうのを強く
感じたというのが郡上八幡でのフィールド
ワークでした。
　ところで「災害とふるさと」という話は
東北震災の話で、皆さんもよく聞かれたと
思います。とくに原発の問題があって帰れ
なくなった人たち、津波でまちを流された
人たちです。80年代ぐらいから人類学の
本の中で、近代化というのは人と土地と文
化という今までワンセットだったものを切
り離していくプロセスだったという議論が
あって、先ほどのラリベラの居住と移動と
いう話はそれに当てはまります。けれども、
こうして日本でフィールドワークをしてい
るなかで、人と土地と文化の結びつきが逆
に強くなっている側面もあるという実感が
あります。フィールドワークは人にふるさ
とを作るって言いましたけれど、自分が生
まれて育った所でなくてもいいわけです。
そういうものをやっぱり人は求めているの
かなっていう気がします。デラシネってい
う言葉がはやった時代もありましたが、今
はどちらかと言えば根っこを求めるという
逆の流れもあるというふうに感じました。
　さらに言えば、故郷を意識するというの
は、一方で文明批判の意識を持つっていう
ことでもある。柔らかく言えば、本来ある
べき人間性へのまなざしを意識するという
ことだとも思います。本来の人間性、それ
は自然というふうに言い換えてもいいと思
いますけれども、そういうものへのまなざ
しをフィールドワークによって持つように
なったというのが私の実感するところです。
　フィールドワークは人と世界をつなぐ
というのが三つ目のテーマです。写真は
2007年にラリベラの小学校で実習を行っ
たときのものです。ラリベラに小学校の校
舎を建てるというプロジェクトでした。こ
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れは京都文教大学のホームページやパンフ
レットを作っている会社の勝谷さんという
人が一緒にラリベラまで来て撮ってくれた
いい写真なので、今日使わせてもらいまし
た。次の写真は2012年ですけど、11年の
夏から福島県の相馬市へ復興ボランティア
として学生とともに行きました。相馬の松
川浦という所でイチゴ栽培農家のお手伝い
をしています。みんなでイチゴを栽培する
ための道具の掃除をやったりしています。
こういうのもずっと何年もやらせてもらっ
ています。
　こちらの写真は2017年7月の九州北部豪
雨で被害を被った福岡県朝倉市ですね。大
学から同じく還愚セミナーとしてボラン
ティアに行きました。左側に映っている木
造の家屋で完全に泥につかった家の泥のか
き出しをやりました。すぐ目の前に川が
あって、屑鉄の塊がある。これ一瞬何か
な？と思って近くまで行ってよく見たら、
スピードメーターが見えたので軽トラック
みたいだということがわかった。上流から
流れてきたんでしょう、完全にまん丸の塊
になっています。この川のすぐ際まで家が
あったんですけれども、果たして建て直し
て住むということができるのかどうか分か
らないような感じがしました。
　こちらは2016年4月に起きた熊本地震で
被害を受けた熊本県の益城町ですね。家が
あまりひどく崩れている所はあえて写しま
せんでしたけれども、元の居住者の方に案
内してもらって行きました。ここは山の斜
面にあったので重機も入れないですし、村
を挙げて放棄ということになるだろうとい
うお話でした。そこに人が住めなくなるこ
との不幸に対して、どれだけ僕らは想像力
あるいは共感力を持って自分の痛みとして
感じられるか。テレビのニュースをなかな
か見ただけでスッと入ってこないところが
あるんですけれども、こういう所へ一度行
くと体が反応するようになる。その後テレ
ビを見ていても、今年の例で岡山県真備町
の映像を見るとそれが思いやられて、私も
いてもたってもいられなくて一人で７月に
真備町へボランティアに行きました。これ
もフィールドワークの中の想像力・共感力
という辺りですね、重要なキーワードなの
だと思います。
　こちらは2017年に実習でいったエチオ
ピアのラリベラの旧市街なんですけど、こ
こに住むおばあさんに話を聞くと、観光開
発で今のこの家並は全部立ち退きなのだそ
うです。もう多分今ごろはないと思います。
古くからのラリベラの町並みは全部きれい
に観光道路になって、ユネスコ世界遺産の
教会群へ向かうための公園として整備され
るということでした。若いもんは郊外にで
きたニュータウンに移住したほうがええや
ろうけど、自分はここで毎朝５時に教会の
お経がスピーカーで流れる、それを聞きな
がら目覚めるのがええんやとこのおばあさ
んは言って、ものすごくさみしそうな表情
でした。
　これは私の写真ではなくてネットから
取ったのですけど、私が調査していたエチ
オピア西南部のオモ川の上流にギベ第３ダ
ムという、これはナイル川のアスワン・ハ
イ・ダムに次ぐ大きなダムが近年できまし
た。最近現地に行った友人の話を聞くと、
下流はものすごい飢饉になっていて、私の
いた村なんかもいずれ立ち退きというのは
目に見えているという話でした。いわゆる
開発独裁と離散ですね。これは政治的な理
由とか開発による理由とかいろいろあるん
ですけれども、そういったものの痛みが想
像されて、自分のフィールドへ行くのが怖
い。青い川の流れが干上がって、かつて暮
らした川辺林も全部枯れているのではない
かなと思うんです。
　今日はあまり貧困の話はしませんでした
けども、フィールドワーク実習に連れて
行った学生がまず第一にエチオピアのア
ディスアベバの町の中で、ストリートチル
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ドレンににお金をねだられて怖くて逃げる
ということがあります。それでまずはア
ディスアベバで学生を解き放つというの
をやっていますが、あれなんかは一種の
ショック療法ですね。一度そういう経験を
すると、それが中南米のどこかの町であろ
うが、アジアの町であろうが、あるいは日
本の中にも最近は貧困というのが重大な問
題ですので、そのことへの想像力・共感力
を養ってくれたのではないかなと思ってい
ます。よく言われるように、多様性を認め
合う社会を目指して私たちは文化人類学教
育をしている。そのために何ができるのか、
その中にやっぱりフィールドワークの経
験っていうものが非常に大きいのではない
かというふうに私は感じて今日のお話をさ
せてもらいました。
　最後の写真は2006年のオープンキャン
パス、これはフィールドワークと全然関係
ないんですけど、外国人がたくさん写って
いる写真がないかなと思って手持ちのスラ
イドを探していたんです。パッと見たら、
私の知り合いのケニア人のドラマーが来て
うちの大学でオープンキャンパスのときに
パフォーマンスをやってくれたので、これ
がいいかなと。ちょうどキング先生が映っ
ていらっしゃるんですね。その向こうにア
ラブ人みたいなのが一人いますよね？だか
ら、アラブ人もいるからちょうどいいん
じゃないかというんで。
　私の話はこれだけであります。まとめと
して、最初に言いましたようにフィールド
ワークは人をおとなにする。苦い経験もす
る、でも人の一生に出会う、人生にとって
大事なことを教わることで人はおとなにな
るのだというのが一つ目。それから、ふる
さと。これは複数ですけど、複数のふるさ
とを持つ。そこに本来あるべき人間性への
まなざしが生まれるんじゃないかというの
が二つ目。三つ目は人と世界をつなぐとい
うことで、まだ見ぬ人びとや暮らしへの想
像力・共感力を養う。人類学のこれはモッ
トーだと思いますけど、相対的視点を身に
つけるというのがフィールドワークを通じ
てわれわれがやってきたことだし、これか
らもやっていかなければならないことじゃ
ないかなというふうに思っています。ちょ
うど今50分になりました。つたない話で
ほんとに恐縮ですけれども、皆さんの中に
何か喚起するものがあればというふうに
思っております。どうもありがとうござい
ました。
第2部　シンポジウム
「文化人類学研究科18年間を振り返る」フィールドワークの成果と課題
　【司会】遠藤　　央（京都文教大学・総合社会学部・教授）
　【シンポジストならびにフロアからご参加の皆様】
水口　良樹（京都文教大学大学院文化人類学研究科修了生）
小林　　智（京都文教大学大学院文化人類学研究科修了生）
水井　久貴（京都文教大学大学院文化人類学研究科修了生）
佐藤　　量（京都文教大学大学院文化人類学研究科修了生）
保科　政秀（京都文教大学大学院文化人類学研究科修了生）
笠井みぎわ（京都文教大学大学院文化人類学研究科修了生）
田中真砂子（京都文教大学大学院文化人類学研究科・初代研究科長）
森田　剛光（京都文教大学大学院文化人類学研究科修了生）
稲垣　　諭（京都文教大学大学院文化人類学研究科修了生）
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遠藤：
　それではシンポジウムを始めたいと思い
ます。90分ですが、ざっと３部構成で考
えていまして、30分ずつ、３部というこ
とで、まず、最初は学部時代の、必ずしも
文化人類学を学んでこなかった人も大学
院に進学していますので、その卒論など
があったらその内容と、大学院進学の動
機。これ、自己紹介も兼ねて短く話してい
ただこうと思います。それから修士論文の
テーマというのはどういうふうに決めたか
ということです。いろいろなユニークな
テーマがどんどん出てくると思います。そ
れから真ん中のところでは、大学院での勉
強と修了後の進路の関連について。それが
どう大学院での勉強が役に立ったのかとい
うことを取り上げたいと思います。最後に
先ほどの平岡学長のスピーチでも出てきま
したが、最近、人文社会科学系の学問では
厳しい環境が続いていますが、「役に立つ」
という言葉が前面に出てきているのですが、
「役に立つ」というのはどういうことなの
か、別の指標はないのかということを話し
ていただきたいと思います。今年ノーベル
賞を受賞した本庶先生が、その前に京都賞
を受賞された時にスピーチを聞きに行った
んですが、その時に本庶先生は、「好き勝
手やらせていただいて、妻に感謝していま
す」という、ノーベル賞の時も同じことを
言っていて、ジェンダー論的にはこれは問
題があると授業では言うのですが。その時
に工学系の受賞者が記念スピーチの最後に、
自動運転関連の研究なんですが、私の研究
は役に立ちますと堂々と宣言していました。
やっぱり使うのだなということをしみじみ
と思ったんです。その役に立つというのを、
短期で考えるか、長期で考えるかというこ
とが必要かなというふうに思いますので、
これをキーワードにして、いろいろと語っ
てもらいたいと思います。それではまず最
初に自己紹介を兼ねて、進学の動機という
ものを水口さんから。
水口：
　１期の水口です。私は京都文教大学が開
学する以前から、そもそも文化人類学に興
味がありまして、アボリジニの話だった
り、当時まだ流行っていたカルロス・カス
タネダの呪術師の本などを結構読んだりし
ていました。それでなんとなく人類学おも
しろいなと思っていたところに、ちょうど
京都文教大学開学っていうのが来て、「ああ、
これだ」って思ったという意味では、たぶ
ん学生、１期生の中でもかなり特殊な部類
だったんだろうなと思います。
　とにかく１期生だったので、大学に１年
生しかいないっていう状態で、先輩もいな
いので高校の延長のようなノリで１年目は
５時間目まで全部授業みたいな勢いで時間
割を埋めてね、初年度、ばかみたいに単位
を取っちゃうみたいなことにみんななって
いたりしていましたね。で、僕はやっぱり
宇治に一つしかない大学だとか、日本で唯
一の文化人類学科だとか、そういうものを
自分は担っていく人間になりたいなという、
そういう複合的な希望と、やっぱりこれか
らの自分に対する根拠のない可能性のよう
なものを夢見て、この大学に入ってきまし
た。で、実際入学して、例えばフレッシュ
マンキャンプとかに参加すると、朝、起き
てトイレに行くと日野舜也先生がパンツ一
丁で「おはよう」ってにこやかにやって来
られて、「やっぱアフリカ研究の先生って
全然違うんだなぁ」とか、ほかにも夜遅く
まで外で先生方と懐メロを歌って盛り上
がっていたところに、ほかの先生が「こ
ら、いつまでやっているんや」と怒りに来
たら、今まで一緒に盛り上がっていた先生
方がさっといなくなって、「なるほど、こ
れがフィールドワークを生き残る秘訣なの
か」っとか。そういうところまで含めて、
本当にいろいろ学ぶこともあり、何より本
当に温かく僕たちを迎えていただいて、や
りたいようにさせてもらったと思います。
　僕自身はもともとラテンアメリカに興味
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があったので、ラテンアメリカやりたいっ
て思って入ったんですが、いろんな面白い
授業に出会っていく中で、あっちに浮気、
こっちに浮気みたいな感じでね、こんなに
面白いことがあったのかって思ったら、し
ばらくそっちに入り込んだりとかしてまし
た。で結局、大学３年生の時に１カ月、ペ
ルーのクスコっていう町に、ほとんどそ
の町だけに１カ月滞在したことによって、
やっぱり南米、ペルーやろうっていう初心
に戻って、卒論ではそのことをやったんで
すね。
　その滞在したクスコって町はインカ帝国
の首都があった場所でもあったので、非常
に古い、いわば京都みたいな古都なんです
けれども、そこは先住民文化が非常に豊か
で、音楽的にも非常に奥深く面白いんです。
だけど、観光客に向けては、クスコ地方の
地元音楽じゃなくて、隣のボリビアの民族
ポップを聴かせて自分たちの音楽は聴かせ
ていないんですよ。で、実はそこに非常に
根深い差別構造があったりとか、ステレオ
タイプ的な観光の消費みたいなものが複合
的に絡み合っている、そういうことに初め
て行った時に気付いて。でも当時、卒論で
はそんなことをとても扱えないながらも、
無理を承知で自分の体験と直感をたよりに
貧弱ながらも文献やインタビューで肉付け
して書きました。そういうのがきっかけで、
やっぱりもっと学びたいって思って大学院
に進みました。じゃあ次を小林君。
小林：
　大学院は２期生の小林と申します。学部
は水口君と同じで、文教大学の１期生で
す。２期生になっているのは、１年、期間
が空いています。学部の卒論では、グアム
とかハワイとかバリとかかな、南洋諸島の
観光におけるイメージがどういうふうにつ
くられたのかとか。三つの地域における消
費されるイメージがどのように違うのかっ
ていうことを比較研究しました。このこと
は、そのあとの大学院に入る動機とも関連
してくるのですが、進学のきっかけは二つ
ありました。一つが、野外調査実習ってい
うのが学部の授業でありまして、これは遠
藤先生にお世話になって、グアムに行った
んですけど。散々たる結果で。調査先では
非常に先生に怒られ、テーマはまとまらな
いというような、非常に苦い経験になりま
した。ただ、この授業の中で一つ得られた
のは、遠藤先生に厳しくいろいろと、報告
書をどう直すんだとか、この内容はなんな
んだということを言われながら。一つの
テーマを自分で決めて、それに対して調べ
て、考えてまとめるということ。これが非
常に面白いなっていうことが一つありまし
た。もう一つが、大学院では、またあとで
お話しさせてもらうと思うんですが、テー
マを変えています。私自身サッカーを中学、
高校とやっていました。今でもワールド
カップとかをみていますと、国ごとに状況
が違う。その状況がなんで違うんだ、何が
違うんだろうかということにすごく関心を
持っていました。ただ、この文化人類学と
いう学問の枠組みで、それを研究していい
ものなのかどうかということに悩みがあり
ました。観光も同じなんですけども、そう
いうものもテーマにできるっていうのがこ
の文化人類学にあるということで、自分が
持っている疑問を解決していきたいという
ことも進学のきっかけになっています。そ
れと、さっき言ったもう少し自分でも考え
をまとめていく力とか、考える力を身につ
けていきたいということで大学院に進学し
たというところです。
水井：
　水井と言います。こちら、３期って書い
てあるんですけど、私と隣の佐藤は４期で
入学しています。私は、この大学、学部は
違うところから来まして、学部の時は歴史
学を学んでいました。歴史学を学んでいて、
もう少し勉強を続けたいなと思って、「民
京都文教文化人類学研究　第 13 号38
族」とかそういったものに興味があったの
で、そういったことを学べる分野について
先生に相談に行きました。でも、自分が所
属していた歴史学のゼミの先生にはなぜか
相談しなくて、別の授業で親しくなった社
会学の先生に相談したら、「それだったら、
あなたがやりたいことは文化人類学じゃな
いの？」って言われて、それでちょっと文
化人類学を調べてみたんですね。偶然にも
１年生の時、この大学でいうところの「初
年次演習」のゼミの先生は文化人類学が専
門の先生でした。そのこともあって、一般
教養科目のその先生が担当していた「文化
人類学」の講義も一応取っていましたし、
久しぶりにその先生の研究室を訪ねて相談
をしてみました。そして、「それだったら
文化人類学でフィールドワークをしながら、
あなたのやりたいことはできるんじゃない
か？」ということで、文化人類学を学べる
大学院への進学を目指すことになり、その
先生が受験にむけた勉強を見てくださるこ
とになりました。私は出身がもともと関東
なので、関東の方の大学に進学することも
考えたんですけど、先生と相談していく過
程で、「京都文教大学だったら全員文化人
類学の専門家だから、あなたが大学院で学
びたいことと同じフィールドの先生が居な
くとも、誰か面倒を見てくれる人はいるだ
ろう」ということで、「とりあえず受けて
みたら？」ということで受験をして、見事
合格しました。見事合格したのはいいんで
すけど、その時のこと、今でも痛烈に覚え
ているんですけど、「秋入試」の受験生が、
僕１人だけだったんですね。向島駅からバ
スに乗って、大学で降りたところの目の前
に「臨床心理学研究科の受験会場はこっ
ち」って書いてあるんですけど、「文化人
類学研究科」のことは一言も書いてなかっ
た。それで当時、入試センターが常照館の
１階、今の、法人事務局のところにあった
んですけど、そこに行ったら「ごめんなさ
い、こっちです」って言われて、そのまま
普照館に連れていかれて「はい、ここで
待ってください」って言って、その方が机
を動かしはじめ、「準備」をする姿を非常
に痛烈に覚えております。それで無事に入
学できた訳ですが、入学式後の研究科のオ
リエンテーションで「２カ月後に京都文教
大学で日本民族学会の全国大会があります。
手伝いよろしく！」と言われて、文化人類
学がなんなのかが分からないまま学会の準
備をするということになりました。
　当時、僕はそれぞれの校舎の名前も分か
らないまま、「学会があるから準備しなさ
い」って言われたのをすごく痛烈に覚えて
います。その時は、小林さんも「研究生」
として研究科に在籍されていたのですが、
研究室にいる院生や研究生が一丸となって
「総動員」でその学会の運営に向けて準備
をしたという出来事がありました。それが
大学院に入学して最初の思い出ですね。私
の指導教員は鵜飼先生でしたが、フィール
ドは沖縄でした。さっきから繰り返しにな
りますけど、「文化人類学とはなにか？」
が分からないまま入学していますから、「と
りあえずフィールドへ行け！」って言われ
ても、訳が分かりません。その「フィール
ドワーク」の準備を鵜飼先生にゼミの中で
説明すると、「なんだ、これは！」と言っ
て、どこが悪いのか、駄目なのかわからな
いまま、めちゃめちゃ怒られるわけですね。
それで、だんだん嫌になってくるんですけ
ど、「とりあえず沖縄へ行け！」というこ
となのでとりあえず行きました。それで、
これもまた痛烈な思い出なんですけど、お
金が無かったので、フェリーで行ったんで
すけど、フェリーに乗って沖縄に向かって
いる間に台風が発生して、那覇に到着する
のと同時にその台風も上陸するというよう
な状況に遭いました。それで急遽、まず荷
を降ろせる宿を探さなければならなくなっ
た。那覇に着いたのは朝6時くらいなんで
すけど、とにかく、その暴風雨の中では移
動ができないので「宿探し」をする羽目に
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なったわけです。宿を探すんですけど、台
風が来て飛行機も欠航になって、みんな足
止めされているから、どこも「空き室はあ
りません」なんて言われるんですね。それ
ですがる思いで那覇市の観光協会に行っ
て、そこで教えてもらったのが、当時那覇
で流行りはじめていた「ゲストハウス」と
いう業態の宿泊施設でした。今でこそ、京
都にもいっぱいあって、増えすぎて「観光
公害」とか言われて問題にもなっています
けど、そういったものが那覇を中心に当時
沖縄県内に増えてきていた時代でした。当
初は沖縄に行って、「民族」のこととか「国
家」のこととか、すごく崇高な「ジ・アカ
デミック」なものを研究しようと思ったん
ですけど、そのゲストハウスに集う人たち
を見ていると、いろんな人がいて、すごく
面白かったんですね。沖縄から帰って鵜飼
先生にフィールドワークの報告をした時に、
「ゲストハウス」という宿泊施設のことや、
そこにはいろんな人がいてとても面白かっ
たことを話した。そして、「できれば、こ
れを研究テーマにしたいと思うんですけど、
どうでしょうか？」って言った時の鵜飼先
生の嬉しそうな顔。それが非常に印象的で
した。そして、「ゲストハウスが修士論文
の研究テーマでもいいんだ」と、その時「文
化人類学」という学問の懐の広さを感じた
ことを覚えています。そして、そこからゲ
ストハウスの研究をし始めて、最終的に修
士論文を書きました。
　ここにいる多くの皆さんもご存じかと思
うんですけど、修了後はそのまま３年間、
教務補佐としてこの大学でお世話になりま
して、今も職員としてこの大学で働いてい
ます。なので、もう15年ぐらいこの大学
にいるんですけど。そこでの大学職員とし
ての仕事の中で、やはりここの大学院で文
化人類学を学んだ２年間、わずか２年間し
かないんですけど、その中に学会があった
りとか、フィールドにもトータル３カ月、
４カ月ぐらい行きましたし、そこで出会っ
た人たちと話したことっていうのは、すご
く今でも痛烈に覚えている。先ほど、松田
先生の話の中にもありましたけど、やはり
こう、京都が第２の故郷だとしたら、沖
縄はやっぱり第３の故郷ぐらいの思いで、
やっぱり１週間、毎日は思い出さないです
けど、やっぱりちょこちょこ沖縄のことを
思い出しますし、今は報道とかでも沖縄の
こと、あまり良くないことの報道が多いん
ですけど、そういうのが出てくると、「あ
そこ、フィールドワークに行った時にバイ
クで通ったな」とか、「あそこで出会った
おじさんとか元気かな？」とかいうのはよ
く思い出したりします。今、大学の地域連
携事業の部署にいて、地域の人と話をする
ことが多いんですけど、そういった機会に
やっぱりフィールドワークで培った傾聴力
とか、あとは調整力っていうのが大学院で
学んだ学びとして今に活かされているのか
なと思います。
佐藤：
　佐藤と申します。よろしくお願いしま
す。私は本学を修了してから立命館大学に
進学をして、現在は立命館大学で講師をし
ております。大学院に入った時のことを思
い返してみると、私は学部時代は文学部で
日本文学を学んでいたことから、指導教官
を西川先生にお願いすることになったので
すが、西川先生との出会いが私の研究者人
生の出発点でした。文化人類学というもの
をまったく学ばずにここに来た人間に対し
て、西川先生は手取り足取り厳しく指導し
ていただいて、その時の経験が私の基礎に
なっています。私が今でも研究を続けられ
ている一番の要因は、やはり西川先生との
出会いがあったからこそだろうと思います。
大学院で学び始めた当初、私はどちらかと
言うと内気なところがあったので、インタ
ビューをするとか、文化人類学的なフィー
ルドワークをすることはまったくイメージ
が湧きませんでした。文学を学んでいたこ
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ともあって、どちらかと言うと本を読むこ
とのほうが好きでしたね。それに対して西
川先生は、まずは外の世界に目を向けさせ
ようと、フィールドワークの初歩的な手順
として、インタビューのアポイントメント
を取る電話のかけ方や、手紙の書き方、イ
ンタビュー時の作法、そしてフィールド
ワークから帰ってきてからの資料整理など、
丁寧に教えていただきました。大学院の
もっとも初期の段階で、文化人類学という
学問のアプローチの仕方や研究者になるた
めの心構えを教わったことは、とても貴重
なことでした。現在私は教える側の立場に
なっていますが、大学院で学んだ時のよう
に学生に伝えられたらと思っています。
保科：
　保科と申します。よろしくお願いしま
す。12期生ということらしくて、ごめん
なさい、自分が何期生か全然分かっていな
くて。私は、学部は臨床心理学部なんです。
臨床心理学部で４年間勉強させていただい
て、そのあと、文化人類学研究科のほうに
入りました。学部時代というか、そもそも
大学に入った理由っていうのが、あまり格
好いい理由がなくて。勉強がとにかく高校
時代したくなくて、とにかく喋っていたら
なんとか通るだろうというところで探した
ら、たまたまＡＯ入試があって、面接と小
論文で試験があるっていうことで、うちの
母親とその当時通っていた塾の先生が見つ
けてきて、それで大学に入ったっていうの
が最初のきっかけで。だから臨床心理学自
体もものすごく何か勉強したいっていうよ
りは、とにかく大学受かったし行ってみよ
うっていうような不純な動機で入ったのが
最初です。ただ、臨床心理学を勉強する中
で、何か１冊ぐらい本を読んでおかないと、
と思って読んだのが、河合隼雄先生の『臨
床心理学概論』っていう本だったんです。
その中に、のちのち考えると、それが自分
の大学院に進むきっかけの一つだったのか
な、心の中でどこか引っかかっているもの
があったんだなと思ったんですけど、必ず
その先生の本の中には人間学について書か
れている文章があって、その中にはこの大
学の臨床心理学とか、文化人類学とか、現
代社会学、そのトータルの学問がすべて人
間学につながるっていうようなことが書か
れていたんですね。当時、僕が臨床心理学
科に入ったころは臨床心理学部ではなくて、
人間学部だったんです。だから自分自身は
この大学に来ると、カウンセラーっていう
いわゆる専門的な勉強だけじゃなくて、文
化人類学であったり、現代社会学であった
り、いろんな人間に関することが学べるだ
ろうっていう、どことなくそういう期待も
あって入りました。実際、学部に入ってか
ら何をしていたかというと、授業は全然出
ておらず、最後卒業する時はギリギリの単
位で卒業をし、なんとか大学院にも入らせ
てもらったんですけど。今日、皆さん、た
ぶん通ってはりますけど、ロータリーの大
島徹水の像に夏は虫かごをかけて怒られま
して。ちょうど学長が、当時の学長の時の
ような俳句を作って、ポスターを貼ってと
か、そんないたずらばっかりをやっていた
学生でした。
　ただ、自分が文化人類学研究科に入ろう
と思ったきっかけの一つでは、この大学自
体そんなに学生も多くないので、横のつな
がりがすごくたくさんあって、お隣の文
化人類学科の学生さんたちと交流する中
で、地域に出て、それこそエチオピアに
フィールドワークに行ったりとか、京都の
宇治で研究したりとかしている学生さんた
ちが、すごくキラキラ見えたっていうのが
すごく印象に残っています。自分の中で就
職するのか、大学院に行くのか、いろいろ
考えた中で、大学３年生の時に、文化人類
学科の森正美先生と出会って、小学校でイ
ベントをやると。給食が出るから食べに来
ないかって誘われたのがきっかけで、給食
につられて小学校でイベントさせてもらっ
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て、その体験がすごく楽しくて。文化人類
学って学問的なことは全然分からなかった
ですけど、地域にすごく根ざして、入って
いって、その中で学ばれたことを実践して
いるっていうのがすごく魅力に感じて、も
う少しその辺りを勉強したいなと思って、
大学院のほうに進みました。大学院では鵜
飼先生が指導教員ということで、最初１年
間は、まちづくりのプロジェクトをずっと
活動でやらせていただきながら、鵜飼先生
に指導をしていただいたっていうことで並
行してやっていたんですけども、なかなか
フィールドワーク先が決まらなくて、自分
自身がもともと、これを研究したいと思っ
て入ったわけではなくて、もう少し活動が
やりたいし、もう少し学生生活を過ごした
いっていうのもあって入ったので、なかな
か決まらず。たまたま鵜飼先生がお知り合
いで、奈良の高取町、飛鳥のほうなんです
けども、そこの方と「知り合いやから、１
回見学に行ってみるか」っていうところに
行かせてもらったのがきっかけで、そこで
いわゆるまちづくりの研究っていうのをさ
せてもらうことになりました。後ほどの第
２部の話になるのかなと思うんですけど、
実は今はそのフィールドワーク先の高取町
で就職をしまして、仕事もやらせていただ
いています。先ほど、水井さんが同じ鵜飼
先生から指導を受けられて、鵜飼先生が喜
ぶ顔を見たとおっしゃったんですけど、僕
はあんまり見たことがなくて。
　最後、修士論文を書いて、最後、提出す
るっていう時に鵜飼先生から一言、お前は
夏の時のフィールドワークから無理やりで
も帰したらよかったって言われて、それぐ
らいちょっとどっぷりはまりすぎて、当事
者のようにすごく動いていたっていうのが
大学院のフィールドワークのちょっと思い
出です。またよろしくお願いします。
笠井：
　笠井です。聞こえますか。大丈夫ですか。
私も文化人類学の出身ではなくて、他大学
で英文学を研究していました。英文学を勉
強していた時に、ずっと本を読んで、書物
と向き合ってばかりで、あまり人と会話を
してこなかったということに思い当たりま
した。それから就職をした時に、本当は
ずっと衣服ですとか装飾品ですとか、そう
いうものに興味があったことに気づいたの
ですが、そういうことを学問として研究で
きるのかがわからなくて。その時に知り合
いの方に、京都文教大学に杉本先生という
先生がいらっしゃるということ。そして杉
本先生がインドの染織品を文化人類学とし
て研究していらっしゃるので、お世話に
なったらどうですかと勧めていただきまし
た。その時に初めて文化人類学という学問
があるのを知ったぐらいで。先生にお会
いしたのが確か秋だったと思うんですけ
ど、それからすぐに受験勉強をして。本当
に全然分からない名前ばかりで、恥ずかし
い話なんですけどレヴィ = ストロースと
か誰だろうみたいな感じで始めて、なんと
か入学しました。私はイタリアで舞台用の
衣装を製作する工房でお手伝いをしたこと
があって、杉本先生にはこの大学に入学し
た時に、刺繍が大好きで、なんとなくパレ
スチナの刺繍とかきれいだと思うんですよ
ねってお話ししたんですけれど、全然、ア
ラビア語を勉強したことがないんだったら、
海外で行ったことがある国で何かそういう
のをやったほうがいいだろうというふうに
お話をいただいて。それからイタリアで何
か刺繍がないかと思ってすごい探して、そ
れがアッシジ刺繍っていう刺繍だったんで
すけど。だから必死に探して見つけた刺繍
を自分の研究テーマとして研究することに
なりました。イタリアの刺繍っていうふう
に研究テーマを決めたのはいいんですけ
ど、イタリアに行くお金がないということ
にその時に気が付いて、日本にフィールド
先を変えて、日本の中で何か自分がワクワ
クするような刺繍の作品がないかなと思っ
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て探した時に、日本の女性たちが作る教会
刺繍っていう刺繍があるとまた偶然知って。
全部偶然なんですけど、そこからもう一生
懸命、修士論文をなんとか書き上げました。
私のその修士論文の思い出は格闘したとい
うことです。
　でも論文を作成していく中で、それまで
の自分が書物の中だけで暮らしていたので、
たくさんの人と関わりたいなと思っていま
した。そしてそれが叶ったのが京都文教大
学でのいい思い出です。モノを通して、一
つの情報を得るためにたくさんの人に話を
聞いて、連絡して、また約束してみたいな
ことを繋いでいきました。自分が知りたい
と思うことにたくさんの人が協力してくれ
るということが、感動した思い出になって
います。
遠藤：
　ありがとうございました。ちょうど30
分。確かに学会があって、すごく院生に負
担がかかったことは覚えていますが、当時、
波平さんが会長だったんだと思いますが、
すごく感動して、今までにこんなに院生が
働く研究科はなかったっておっしゃってい
ただき、最後にすごい感謝の言葉を述べて
くれました。確か、これで何かごちそうし
てやって、といくらか渡されたと思います。
ただ、今はもう大学や院生に負担がかから
ないように委員会方式で学会運営されるよ
うになったので、それはそれでいいのです
が、ちょっと寂しい気もしますけどね。そ
れでは次の30分ですが、院生時代の勉強
と修了後の進路、どういうふうに進路に影
響を与えたかっていうことをまた自分なり
に述べてください。お願いします。
水口：
　はい。再び水口です。僕は卒論は森正美
先生だったんですけれども、「観光と音楽」
というテーマで書いたということもあって、
大学院の修士では観光つながりで橋本和也
先生を紹介していただいて、橋本先生のも
とで学ぶことになりました。
　大学院に入って、自分はペルーの音楽、
アンデス音楽について研究するとして、何
がやりたいんだろうと、かなり紆余曲折し
てしまいました。なんとか現地に調査に行
けるっていうことになって、まず３カ月
行って、その次、８カ月行ったんですよね。
僕はそんなに語学が得意なほうじゃなくて、
スペイン語もほとんど片言しか喋れない状
態で行きました。当時、東大の博士を中退
して琉球大学の医学部に入ったばかりの知
り合いがいたんですけれど、その人がちょ
うどペルーに行くと言うので一緒に同行さ
せていただけることになって、その人に現
地での動き方から現場の調査法までいろい
ろ改めて叩き込んでいただきました。ペ
ルーのフィールドワークではそれまで授業
で習ってきたこととはやっぱり違っていて、
ちょっと前まで内戦があったので、人がカ
バン置いてそこから離れたら爆弾かもしれ
ないから逃げなきゃいけないよとか、そう
いういろんな情報を教えてもらったりと
か。実際、僕がいる間にも国立銀行の爆破
事件が首都であって、その前から「この週
末はやばい」っていう噂が流れていたりと
か、そういうのを実際に体験していく中で、
自分のフィールドワークどうしようかなと。
現地で実際にどうしよう何しようってかな
り悩みました。
　前回１カ月いたクスコに予備調査でもと
りあえず入るんですけれども、そこの日本
人宿って日本人研究者が皆、行くんです
ね。そうすると、そこの宿で紹介された人
から調査に入っていくと、皆、結局同じと
いうか似たルートになってしまうのかなと
思って、そうじゃないルート、日本人とか
研究者と関わっていない人たちの中から
もっと拾い上げられるものと出会っていき
たいなっていう思いがあって。考えてみる
と、そういうルートが入り口でも先は違う
んだし、そうすることでもっといろいろ出
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来たともあとで考えれば思えるんですけど
ね。でも当時はそうは思えなくて。で、ど
うやって出会ったらいいのか分からないと
思いながら、いろいろ試行錯誤したりして
いる中で、現地の同年代の大学生たちと出
会いました。
　そういう人たちの中の１人が、うちの家、
部屋空いているからホームステイできるか
らおいでよって言ってくれて、じゃあ今度
来る時に、そこに８カ月お世話になるって
いうことになって、今度、そこの家を起点
にフィールドワークしていくっていうこと
になったんですね。そうすることによって、
ようやく自分のテーマが、ホストをしてく
れる家族を起点にどう見ていくかっていう
ことになりました。それでようやく田舎か
ら都市に出てきた第１世代と第２世代の感
覚の違いみたいなことを、音楽の聴取がど
う変化していくか、という視点から見てい
くというかたちで修士論文の方向が決まっ
ていきました。
　やっぱり、どれだけこれでどうだって
言っても、現地に行くとがらがらっと崩れ
るし、その中で現地にいる時はいる時で、
インタビューしても話を面白おかしくもら
れているってあとで判明してやりなおした
りとかしながら、がんばるんですけど、結
局何が重要な情報で論文として形になるた
めには何を情報として押さえればならない
のか、みたいなものがなかなか見えなくて
こっちに行ったり、あっちに行ったりして
いて。それにラテンアメリカってやっぱり
距離がものすごくあるので、行くだけでも
お金も時間もかかるし、追加調査も自信の
ないままとにかく五里霧中って感じでやり
ながら、これで最後までいけるっていう道
が見えるまでは、かなり先生にもやきもき
させてしまいながら、なんとか完成までこ
ぎつけました。
　あと、僕はかなり欲張りで、あれもこれ
も分かったことは全部書きたいっていう論
文としては致命的な自己顕示欲みたいなと
ころがあって。本当はスリムに削ぎ落とし
ていかなきゃいけない論文にあれもこれも
盛り込みすぎるっていうのが卒論だけでは
学べずに、修論も結局そういうかたちで出
してしまったっていうのは自分自身の修論
での後悔というか、悔いの残るところです
ね。
　修士卒業後、僕は卒業と同時に、当時、
ペルーで知り合った人と結婚しました。あ、
日本人ですけれども。修士論文を出して修
了式で突然発表してその１週間後ぐらいに
は関東に引っ越して、向こうでの生活をは
じめている感じでした。彼女が僕が引っ越
した直後ぐらいから博士課程に進み始めた
ので、僕は派遣とかで働きながら、自分の
研究をほそぼそと進めたりとかしながら、
今後どうやって生きていこうって考えてい
たんですけど、彼女が博論書き終わったぐ
らいに、じゃあ僕もやっぱり研究に戻りた
いなということで、東大の博士に入りまし
た。で、今もまだ籍は残っていて、博論は
まだ書けていない。要するにそういうこと
なんですけれども。
　それで今は博士課程に籍を残しながら、
非常勤講師をあちこちでしていて、それで
時間が忙殺されてますます研究時間が取れ
ないという悪循環の中を生きているという、
そういう迷宮の中を彷徨っている状況であ
ります。
小林：
　修士論文のテーマですが、大学院では、
昨年度に退職されましたけども、橋本先生
にお世話になっていました。修士論文なん
ですけども、近代スポーツであるサッカー
がどういうふうに日本に定着してきたのか
をテーマに研究しました。このテーマを設
定する上では、先ほど言った、自分の持っ
ていた疑問が基礎にありました。研究する
うえで、フィールドをどこに設定しようか
ということもありました。橋本先生と話し
たのは、やっぱり海外を見るべきだという
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ことで、当時、フィールドをスペインにす
るという話をしていたんですけど、結果的
に時間的な問題とかを考えるとちょっと難
しいなと。じゃあまずは国内でフィールド
ワークをしてみようという話になりました。
先ほど話しましたが、大学院に入る前に１
年、間が空いたっていうのは、要は研究生
を１年間やっていたんです。研究生の時の
話をさせてもらいますと、橋本先生とのや
り取りをする中で、いつまでにこの資料を
出してみろということを言われて、たびた
び出したんですが、「これは何だ」という
指摘を一番多く受けました。その中で、右
往左往している間に、橋本先生からは、お
前が今持っている関心は何かと問われまし
た。その時に言ったのは、プロサッカーが
できて、その後にチームを応援し、支援す
るサポーターが増えてきて、サポーターが
どう考えているのかとか、地域とスポーツ
がどういうふうに関係しているのかってい
うことにちょっと関心があると。じゃあお
前はまずプロサッカーの観客席行って、サ
ポーターの活動をみたり、サポーターの声
を聞いてきたらどうだということで、まず
は行ってみようという話になりました。見
聞していく中で、いろいろな人がいろんな
ことを考えていると。細かなことはあんま
り覚えていないのですが。その中で、今は
自治体がもうないんですけど、当時の静岡
県清水市のプロサッカーチームのサポー
ターが非常に面白い取り組みをしていまし
た。実際に試合に来るためにバスツアーを
組んで、清水市からサポーターを連れてく
るとか。
　実際にサポーターが一つの団体となって
いるわけじゃなくて、いくつものサポー
ターがあって、大連合を組んで応援をして
いるとかありました。さらに、さっきのツ
アーなんかもそうなんですが、子どもたち
を引っ張ってくることで親も観客席に連れ
てくる。観客動員を増やす取り組みもして
おり、チームをただ応援するだけじゃなく
て、サッカーを通じて、まちを盛り上げて
いこうという取り組みになっていることが
みえてきて、これは非常に面白いと思いま
した。修士論文ではフィールドを清水市に
しました。清水市は、知っている人は知っ
ていると思うんですけども、サッカーが盛
んで、非常に有名なまちです。小学校、高
校と非常に強いチームがあって、全国的に
も有名になった地方都市です。その中で、
よく言われていたのが、日本にブラジルが
あると、それが清水市だという言い方をよ
くされていました。それがどういうふうに
つくられていったのかということを調査
し、研究しました。その中で、例えば日本
でローカリゼーションしているスポーツと
しては、ローカリゼーションというか「土
着化」という言葉のほうがいいんですけど
も、野球があり、野球の特徴と比較しなが
ら、清水市のサッカーが今進んでいる方向
をみることで、日本のサッカーの定着が違
うかたちで進んできているんじゃないかと
か特徴をみていこうとしました。修士論文
をまとめたんですけども、その後、僕自身
は、進路に非常に悩んでしまったところが
ありまして、このまま大学院の博士課程に
行くか、それとも就職するかというところ
だったんです。ここでもちょっと期間をお
いてしまったんですが。ある時、もう一つ
視点を変えて清水市をみてみますと、実は
サッカー自体がまちづくりの一環になって
いることがみえてきたんですね。実際に清
水市ではサッカーをしていて盛んというだ
けでなく、少年サッカー大会とか地元開催
の大会を開いて、それで人を呼んだりだと
かしています。そういうのをみていくと、
実はスポーツが、まちづくりにつながって
いることがわかってきました。
　そういう観点から自分としても地域づく
りとか、まちづくりとか、そういう分野に
進んでみたいなということを思いました。
現在は、就職をしたのですが、まちづくり
コンサルタントとして、行政が策定してい
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る計画書とかがいろいろとあるのですが、
その政策立案に関わっています。行政の政
策の助言をしたりとか、そのための調査研
究を支援している会社に勤めています。そ
ういう分野で文化人類学、このフィールド
ワークを通じて学んできたことが一つ、自
分の進路にも生きています。それからもう
一点、４年くらい前からなのですが、研究
テーマは変わりましたが、博士課程に進ん
でおります。以上です。
水井：
　先ほどの話でも少しフィールドの話はし
たんですけど、修士論文は「ゲストハウス」
という、今ではすごくメジャーな業態の宿
泊施設ですけど、そこに僕自身が沖縄で初
めて泊まったということもあって、それを
「フィールド」にて研究をしました。主に
沖縄本島内だけでしたが、「ゲストハウス」
にはどういう人たちがいて、どういう活動
が行われているのかといったことをまとめ
たものを修士論文にしました。そもそも、
私がゲストハウスに泊まった理由というの
は「１泊1500円で泊まれる」という、た
だ単に「安いから」っていう理由しかない
んですけど、そこに泊まっている人たちを
見ると、もちろん観光で来ている人もいま
すし、あと、スキューバダイビングのライ
センスは１週間ぐらいスクールに通わない
といけないらしいですね。ちょっと僕、詳
しく知らないんですけど。それでお金がか
かるので1500円で泊まれる宿に泊まって
いるという人たちもいれば、沖縄には何回
もリピーターで来ていて、もう沖縄が大好
きで、沖縄に「移住」したいと。沖縄に住
みたいから、生活のために「仕事」を探す。
そして、家も探さなければならない。それ
でゲストハウスみたいな安い宿に泊まって
いると、いろんな人が居て、いろんな情報
が入ってくる。そういった旅行者同士の交
流があって、情報もたくさん入ってくるし、
「そういったメリットもあるから、泊まっ
ているんです」っていうような人がたくさ
んいて、本当にさまざまな理由で人がゲス
トハウスに集まっていました。実は、「沖
縄」をフィールドにしていたにも関わらず、
あんまり昔から沖縄に住んでいるいわゆる
「地元の人」、「沖縄出身の人」の知り合いっ
てあまりいないんですよね。というのも、
ゲストハウスを経営している人自身がバッ
クパッカーで、タイとか世界を放浪した揚
げ句、沖縄でもこのゲストハウスができる
んじゃないかということで始めた人が多
かったです。要するに「ナイチャー（内地
人）」ですね。県外から来た人がほとんど
でした。ゲストハウスに泊まる人の目的は
さきほど話しましたが、そういった事情の
方がほとんどですので、やはりほぼ「ナイ
チャー」です。そういった中で、「沖縄が
フィールドでした」って言っても、今、思
い返してみれば、あんまり「ウチナンチュ
（沖縄人）」の知り合いいないよなっていう
のがちょっと不思議な感じです。僕は、大
学院を2005年3月に修了したんですけど、
今2018年、14年経って振り返ってみると、
ゲストハウスとか、あと、移住、本土のほ
うでも田舎に移住するっていうのが今、流
行っていますよね。そういうのを実は最先
端で沖縄ではあの当時行われていたんじゃ
ないかというふうに最近ちょっとニュース
なんかを見ていて思っています。
　先ほど、今、大学のほうで地域連携の仕
事をしていると言いましたが、ＣＯＣ＋と
いう文科省の補助金事業に携わっているこ
ともあって。今年の８月に京丹後市へ仕事
で行く機会がありました。そこでもやっぱ
り積極的にＩターン、Ｕターンを受け入れ
て、「地方の人口流出を抑えたい」とか、「若
者に地元の企業に働いてほしい」というよ
うな、そういう行政の方の声とか、経営者
の方の声とかを聞くんですけど、そこでも
「じゃあ、移住のためにどういうことをし
ていますか？」って聞くと、行政の支援は
まだまだだし、ほとんど「何ができている
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か？」って言ったら「何もできてません」
というような話の中で、実はこれ、自分が
14年前に大学院で学んだことっていうのは、
少なからず活かせるんじゃないかなという
ようなこと。まだ異動して半年しか経って
いないのであんまり大きなことは言えない
んですけど、そういうことを今後は活かし
ていけるのかなと。あの時学んだことが今
の部署に配属になって、活かすことができ
るのかなとちょっと考え始めているところ
です。
佐藤：
　在学中の研究のことを振り返ってみます
と、当時、私たちは、とにかくフィールド
に行ってきなさいというような教育を受け
ていました。それで私は中国、特に旧満洲
のあった中国東北地方をフィールドとして
調査を開始したのですが、まだテーマが漠
然としていました。とにかく行ってこよう
と思い、2004年に初めてフィールド調査
に出かけました。その当時、ちょうど日中
関係が非常に悪い時期で、小泉政権下の靖
国問題や教科書問題が話題になっており、
中国側では反日デモが連日報道されていま
した。そんな時期に私は中国にフィールド
調査に出かけたため、例えば友人や親とか
は、「今中国に行って大丈夫なの？」とい
うようなことをよく言われました。ところ
が、この研究科の先生とか仲間たちは一言
もそんなことは言わなくて、「気をつけて
行ってこいよ」と送り出してくれました。
　やっぱり文化人類学的な価値観という
か、社会一般の感覚とはずれているのかな
と感じることではありますが、結果的には
行ってみてよかったです。行ってみること
で、新聞やテレビの報道と実際の中国の状
況が全然違うということがわかりました。
特に、日本のワイドショーとかで日常的に
映像が流されていた反日デモのような状況
は、中国の日常生活にはなくてごく一部の
出来事にすぎなかったのですが、それがあ
たかも中国全土で広まっているように報道
され、それを簡単に受け入れてしまう状況
が怖いなと思いました。やっぱり現場に行
かなきゃ分からないことはたくさんあって、
現場に立って考えることの大切さはその時
にすごく実感しました。ですので、先ほど
の松田先生の話でもありましたけれども、
フィールドワークにおける人との出会いっ
ていうものを僕にとっても非常に強く共感
するところです。中でも僕の研究内容を決
定付けていく出会いが、今、90歳ぐらい
の方なんですけれども、戦前、朝鮮半島で
生まれて、そのあと創氏改名を受けて、中
国の大連という場所に「日本人」として家
族で移住して、戦後は中国籍を取って、今
は中国人として暮らしている方がいます。
人生のうちで国籍が二つも三つも変わると
いう経験をされていて、戦争や植民地の歴
史や記憶というものを、一人の人生を通し
て考えるようになった大きな出会いでした。
　そういった人との出会いの中で、僕が学
校で学んできた歴史とは違うなっていうこ
とが見えてきたのがとても面白かったです。
それが僕の研究テーマに発展していきまし
た。
保科：
　大学院ですけども、最初のＭ１のころは
本当に研究テーマってまったく決まってい
なくて。何をしていたかって、先ほどち
らっとお話ししましたけど、ほとんど学生
プロジェクトに関わることが多くて、大学、
Ｍ１の時は鵜飼先生にいろいろ教えてもら
いながら、実践的なことを森正美先生から
教わるみたいな、そんなことをずっとして
いまして。最初、この京都の宇治のほうで、
もしかしたらご存じの方もおられるかもし
れないですけど、宇治チャレンジャーって
いうプロジェクトに関わっていて、ずっと
宇治茶の啓発活動とかをやっていました。
それからあと、全国各地でこういう大学と
地域との連携というのはどんどん広がって
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いる時期で、そういうプロジェクトがあっ
たので、そちらのほうのサミットとかに参
加して交流したりとか、今で言うマルシェ
なんかを宇治でやったりとか、そんなふう
な活動の代表とかをやっていました。ただ、
やっぱり地域に出るのがすごく好きだった
ので、例えば、先ほど、松田先生のお話の
中に郡上八幡の話があったかなと思うんで
すけども、僕らも研修っていうかたちで行
かせていただいて、郡上おどりについてい
ろんなインタビューをさせていただいて、
まとめさせてもらって、郡上おどりにすご
くはまってしまいまして。それから徹夜お
どりも何回か行かせていただいたりとか。
あと、京都の市役所前で毎年、郡上おどり
のイベントがあるんで、そんなのにも参加
させていただいて、気が付けば、別に岐阜
出身ではないんですけど岐阜県人会に入っ
ているというような、毎年手紙が来るって
いうような。ここ数年、ちょっと参加でき
ていないんですけど、そんなふうにやって、
ある意味、フィールドワークは故郷を作
るっていうお話しされていましたけど、ま
さしくそうだなと思って。今、Facebook
とかＳＮＳでつながれる時代なので、いま
だに、郡上八幡の方とはそれを通じていろ
いろ情報交換させてもらったりとかしてい
ます。なんとかフィールドワーク先とか研
究テーマを決めなきゃいけないということ
で、Ｍ１の終わりの２月の終わりに鵜飼先
生から、先ほどお話しした高取町を紹介し
ていただいて、そちらに行って。ちょうど
その行った時、３月が高取町の大きなイベ
ントがありまして、３月の１日から31日
まで雛めぐりっていう。城下町があるんで
すけど、お城まで続く一本道。
　今で言う商店街みたいなところなんです
けど、そこの古民家とかにお雛様飾って、
観光客を呼ぶっていうようなイベントをさ
れて、その準備をされていたんですね。そ
の本当、団塊の世代の方々が定年退職され
て町に戻られて、この町をなんとかしたい
ということで始められたイベントで、手作
りでいろんなものを作っておられて。その
雰囲気とか、やってはることが自分たちが
その学生プロジェクトでやっていることと
すごく似ているなと思って共感をして、そ
れから、実家が滋賀県なんですけど２時間
かけてずっと通って、そこで何かテーマを
探ろうとしてやっていました。私自身はい
ろんな本屋さんとかに行くと、まちづく
りの始め方みたいなものがたくさんあっ
て、まずはそれを少し探ってみようという
のと。でも一方でやっていくと、まちづく
りってどうやって終わるんだろうかとい
う疑問もあって。高取町でも10年間いろ
んな取り組みやってきたけども、それが終
わって、間10年空いて、また10年始まる
みたいなことがあって、サンドイッチみた
いなのがあるなと思って、そういうのをい
ろいろ、いろんな方にインタビューしなが
らやっていました。高取町でずっと活動し
て、いろんなフィールドワークしていく中
で、自分の中で第三者的にいろんな町の課
題とか、魅力とかを知っていく中で、少し
ずつ修士論文を書くにつれて、自分がやっ
ぱりどこか当事者みたいな気持ちになって
きて。自分も研究者っていうのには向いて
いないし、どちらかと言うと実践で活動す
るほうがそれこそ役に立つのかなと思った
りもして。特に町の人たちが求めていたわ
けではないんですけど。ちょうど大学院を
出たあと１年間はほかの会社で就職をして、
そこで今で言うと六次産業化とかって。栽
培から加工から販売まで一括してやるとか、
あとは地域資源を使って商品を作るとかっ
ていうベンチャー企業で働いていたんです。
でも、どうしてもずっと高取のことが忘れ
られなくて。とにかく近くにいたいと思っ
て奈良に行っていたので、何かできないか
なと思った時に、たまたま今いる会社のほ
うから人を探しているということで、思い
切って高取に移ろうと思って、転職をしま
した。
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　新卒で入って１年で辞めるっていう、社
長にはだいぶ迷惑をかけたんですけど、自
分の中では高取に戻れて良かったのかなっ
て思いますし、実際に町の人たち、帰って
きたことをすごく喜んでいただけているの
かなと思います。まちづくりとかでやって
いると、いろんな利害関係がいろいろあっ
たりとか、行政は行政の、民間は民間の、
町民は町民のっていう中で、たぶんフィー
ルドワークとかをしていると、結構その辺
の調整力みたいなのが自然と身に付くとい
うか、キーパーソンの見極め方とか、そう
いうのが体で覚えられるというか。だから、
よそ者でも入りやすいっていう、その辺の
技術的なところって、文化人類学を大学院
で学びながら、それが今に活かされている
のかなって思ったりはしています。以上で
す。
笠井：
　私の修士論文のテーマは、日本の聖公会
というキリスト教の教会の中で作られてい
る教会刺繍というものをテーマにしたんで
すけど、そのテーマにたどり着くまでに、
ただ単に自分がそういう刺繍が好きという
だけで始めようとしていたので、すごくそ
のことで苦しんで。いったいどういうふう
にそのテーマをまとめるのかっていうのが
大変だったんですけど。結局、何度も杉本
先生とお話しして、先生と話すことによっ
て自分の考えをまとめたりですとか。あと、
自分が思っていることを外に出した時に初
めて気付かせてもらえたりとかして。修士
論文を書き上げていく中で分かったのが、
私はやっぱり物自体にすごく興味があっ
て、その物を作る人ですとか、作られる過
程みたいなのにすごく興味があって。それ
を自分の中で一度整理して人に伝えたいん
だなっていうのがすごく分かりました。そ
の教会刺繍というのは、信仰上の理由で絶
対にあくまで手で全部やり切るんだってい
うふうに信徒の女性たちが決まりを作って
制作しているものなんですけど、私はそれ
が手で作られているっていうことにすごく
興味があって。なんで手にこだわるんだろ
うっていうこととずっと向き合っていて。
それを結論にまとめ上げるのが本当にもう
しんどくって。もうなんでもいいんじゃな
いかとか最後は思っていたんですけど。結
局、女性たちが手にこだわるっていうのが、
何かこう、今、大量生産、大量消費の中に
いる真逆に自分たちを置いて、何か自分の
信仰を外に出すみたいなことを、そういう
ことをしたかったのかなと思って。すごく
書いていて楽しかったので、もう少し勉強
してみたいなと思って博士課程に進むこと
にしたんですけど、それが、大阪の吹田に
ある国立民族学博物館の中の総合研究大学
院大学っていう大学なんですけど、実はそ
こに行ったんですけど、９月の末で博士論
文を書かずに退学をすることにしまして。
それは、その理由っていうのが、やっぱり
初めて博士論文に向き合った時に、イタリ
アにいよいよ行くことになったんですけど、
イタリアに行って初めて現地の人と直に話
すことで、刺繍自体を論文にまとめるとい
うよりは、その刺繍をどういうふうに継続
していくかですとか、今、本当に人手も足
らないし、お金もないっていうことで、ど
ういうふうにそのお金を集めて、その文化
を存続するのにはどうしたらいいのかとい
うことに自分の関心が移っていって。
　博士論文自体は書けなくって、それは自
分の不徳のいたすところではあるんですけ
ど、フィールドに出て、自分とはまったく
バックグラウンドが違う人たちとお話をし
て、それでも何かつながるものが異国の地
であって、それがすごく嬉しくて。それが
何かすごく論文を書いていく過程で見つけ
られたっていうのが、私にはすこく大きな
贈り物だったなと思って。今は充電期間中
なんですけども、そういう手仕事をたくさ
んの人に伝えて、また、消えそうな仕事が
あったら、それを存続させる方向を皆さん
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で考えていくような仕事ができればなって
いうふうに今は思っています。
遠藤：
　どうもありがとうございました。また
ぴったり30分で終わりという。すごいな。
文化人類学者は大体時間があんまり守れな
い人が多いんですが。フロアのほうも卒業
生、修了生の方が結構いらっしゃるんで、
最後に10分ぐらい何かフロアのほうから
発言をしてもらおうかなと思います。人文
社会学系に対して風当たりがきつくなって
いるなというのは確かに感じます。それに
ついて、「役に立つ」というのはどういう
ことなのか。こういう指標でやっていくと
大学は痩せ細っちゃうかなという懸念があ
るのですけども、それについて皆さんどう
いうふうに考えるか、ということを語って
いただきたいと思います。
水口：
　これは今、日本が直面している非常に複
合的な問題で、大学はまさにその象徴的な
現場の一つであると思います。学問って
いうものであったりとか、「知」っていう、
人類がこれまでに積み上げてきたものに対
する敬意っていうものが今、がらがらと崩
れてきている。そしてその過程で獲得して
きた人権であったりとか、「より良く生き
るとは何か」とか、それからユートピアと
して描かれる「貧困や争いのない世界」と
かっていう、そういうものを目指して西洋
近代社会というのは進んで来ていたはずで、
日本も、今「第三世界」と呼ばれている国も、
そういう近代思想に包摂されることで「よ
り良い世界を生きる」はずだっていう、そ
ういう大きな物語が破綻してしまった状態
になってしまっている。
　そしてその中で、逆に、もう非常に暴力
的な新自由主義経済の「お金さえあればな
んでも許される」っていう、ある意味、中
世的価値観の世界にまで振り子のようにふ
れている状態に今、世界中が巻き込まれて
しまっている。まさに日本っていう国はそ
の最先端を走っている国の一つだと思いま
す。大学がその中でこんなふうになってし
まっているというのは、一つは、日本の経
済問題、格差と再分配に大きな問題がある。
それって現代日本の抱える閉塞感を生み出
している大元で、国が何を優先している
かっていうことがもたらす一つの帰結、現
れだとも思うんですよね。だからそういう
意味で、目先のお金であったり自分たちの
利益っていうのを、権力に近い人や大手企
業の経営陣、「力」を持っている人たちが
他のことそっちのけで目指している結果、
いろんなものが本来緩やかに、おおらかに
あったものを締め付けることで、「成果を
出せ、成果が出ないのは間違っていたから
ではなくって、それはお前たちの努力が足
りないんだ」っていう「責任転嫁」が起こっ
てくる。その背景には、ある種の国家無謬
主義、「国は権威を守るために決して間違
いを認めてはいけない」みたいなものが半
ば信仰に近い形で蔓延していたりするとい
うことも非常に大きいと思います。その無
謬主義ゆえに、首相が言ったことがどんな
に嘘っぱちであっても、そのために公文書
改ざんしなきゃいけないみたいなことがま
かり通ってしまう。そしてそれに対する異
議申し立てをすることすらできない。
　私も今、大学で非常勤で教えていたりと
かすると、学生と話をしていても、例えば
自分自身のコメントを出すっていうことに
ついて、私に対してだけ書くっていうのは
まだまだマシなんですけれども、それを読
み上げるとか、人前であなた自身の声で言
いなさいって言うと、途端に萎縮して話せ
なくなるんですよね。人前で自分の意見を
言うということを極度に恐れているという
のを、もうひしひしと感じていて。
　その背景には、人からどう思われるか分
からないということに対する恐怖というも
のをすごく感じる。そんな中で考えていか
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なきゃいけないのは、「社会が閉塞に向かっ
ていく中で大学はそういうものと戦ってい
かなければいけない。そしてそれとどう
戦っていくかっていう時に、大学は誰の側
に立つのか」っていうことを明らかにしな
ければいけないと思います。今大学で軍事
研究の増加が徐々に問題になっていますが、
そういうことに対する危機意識の欠如って、
歴史教育の敗北ですよね。日本人の教養を
巡る戦いに大学教育というものが敗れてし
まったということじゃないですか。ブラジ
ルの教育学者のパウロ・フレイレの『被抑
圧者の教育学』を読みますとね、彼の書い
ていることって、今読んでもまさに当ては
まることってすごくいっぱいあるんですよ
ね。なぜ貧しい人はトランプに投票するの
か、そして彼らはそこには何を求めている
か。自分自身のコンプレックスを乗り越え
られないって分かった時に、どうしてそう
いう行動を取ってしまうのかということを
私たち、大学人はもっとちゃんと向かい
合ってこなきゃいけなかったんだなってい
うことをいつも考えています。
　あと、若い人たちともっと大学自体がい
ろんなことについて話をしていかなきゃい
けない。そもそも学生は今の日本のおかれ
ている危機的状況っていうのをまったく理
解していない。日本の政権がどれぐらいも
うひどいことになっていて、政治や司法が
どれだけ破綻しているかとか、経済がどれ
だけ今、斜陽に向かっているかとか、そう
いうことについてもまったく知らない。し
かもメディアが海外向けと日本人向けで同
じ物事について違うことを発信している
かっていうことも知らない。日本の大手メ
ディアがすでに大本営発表になってしまっ
ていて、そこにはお金と権力が絡んでいて、
戦前の過ちをそのままなぞってしまってい
るっていうことに対しても分かっていない。
日本という国が日本語という言語によって
島国的な閉鎖環境になっていて、その中で
いかに異常な世界を生きさせられているの
かっていうことについて、学生は知らない。
　文化人類学だからというわけだけでもな
く、我々は知識人の一翼を担う存在として、
そういうものに対してきちんと対峙してい
く義務がある。サイードも『知識人とは何
か』の中で述べていますけれども、やっぱ
り責任があると思うんですよね。だからそ
ういう意味で、僕は大学とは、知識人の末
端を生きるものとして教養を持ち、批判精
神とアマチュアニズムを持ち、自らのポジ
ションを意識して生きることができる視点
を養える、そういうことを基礎として学ん
でいける環境である必要があると思ってい
ます。
　僕は専門がラテンアメリカなので、ラテ
ンアメリカの貧困、社会問題と社会運動に
ついて学びながら、じゃあ日本はどうだろ
うって常に見ながら考えていくっていうこ
とを自分の授業の中でやっています。その
上で学生には、それに気づいたら、その気
づきをそこで終わらせてしまわずに、それ
をタブーにせずにオープンに喋るっていう
ことを、言い換えれば、生きるということ
自体が政治的なことから逃げられないのだ
から、友達と政治をタブー化せずに気軽に、
日常的に喋っていくっていう実践の中から
社会を変えていくための第一歩としてやっ
てみてはと今、試しにやっています。本当
に若い世代が変わっていくことと、大学が
それを手を取り合っていくことで、この国
を変えていく思想的現場を担っていく必要
があるのではと思います。そして、国はそ
れがどこかでわかっているから、大学の教
育について、大きく圧力をかけている。そ
の最たるものとしては経団連とかね、そう
いう既成の権力は互いに癒着しながら徹底
的に自らの利益を脅かす思想や多様な人の
あり様というものをごりごりとすり潰して
いこうとしている。学問であったり批判精
神というものであったり、物事ときっちり
向き合って深めていこうという、そういう
もの。それから民主主義とか人権とか自
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由っていうものの意味とかね。そういうも
のについて、学ぶというか、そもそも気付
くきっかけをまず与えることが本当にまず
何より急務だなっていうことを考えること
が多いです。本当は授業の中で、もっと楽
しいことをいろいろ学生に学んでほしいな
と思いつつ、僕はどうしても授業は社会の
辛い部分と向き合う時間が多くなってし
まっています。ラテンアメリカの授業を
やっているけど、これじゃラテンアメリカ
好きになって「行きたい」って言ってもら
えないなとなってしまっているところを今
どう乗り越えるかっていうのが自分の中で
の課題でもあります。でも、やっぱり将来、
自分たちが担う国について、ちゃんと考え
て議論できる社会にしていくっていうのは、
大学はそれができる最後の砦だと思うので、
そこときちんと向かい合っていくというこ
とは、本当に教員一人一人、もしくは教員
だけでなくて、大学という高等教育を受け
て、そこから社会に出ていった、もしくは
大学院から社会に出ていった人、一人一人
の責任だとも思うっていうのが僕自身の考
えです。
小林：
　水口君はいろいろと考えているようです
が、僕は、「役に立つ」っていう観点から
話をしたいと思います。厳密な話をします
と、今の仕事をしていく中で、文化人類学
は、理論であるとかは、関わりが薄くなっ
ています。むしろ僕がやっている仕事の中
で言えば、経済学とか、法律とかの分野の
ほうが重要になっています。ただ、そうで
あったとしても、僕自身は入社した時から
ずっと思っていることなのですが、自分が
この大学で６年間、７年間やってきたこと、
文化人類学はやっぱり自分にとって非常に
重要な資本になるので、活かしていきたい
とずっと考えております。その中で、自分
として他の人と観点が違うなと思うのは、
やっぱりものの見方だと思います。例えば、
僕自身の今の博士課程での研究にも関わっ
てくるのですが、行政が市民に対して政策
を講じるという時に、じゃあこの「市民」っ
ていったい誰なんだろうかということがあ
ります。「市民」というのは、大多数とし
ての市民になりますが、その反面、マイノ
リティもいます。どこまでをマイノリティ
にするかということもありますが、その中
にエスニックマイノリティがいたりとか、
障害者も入ってきたりとか、今ではＬＧＢ
Ｔとか言われますけども、そういった人た
ちもいます。こういう人たちにも目を向け
て、政策を考えていくという視点がありま
す。その他、やっぱりフィールドワークの
観点ですね。僕自身が大事にしていますけ
ども、そのまちが何を大事にしているのか、
このまちにとって何が大事なのかを提案し
ていく上で、きちんと押さえるようにして
います。やっぱりその地域に寄り添って、
地域にとってどういうところが大事にされ
ていたりするのかとか、地域にどういう課
題があるのかっていうことを押さえるよう
にする自分の立ち位置です。
　僕は、入社して15年ぐらい経っており、
年数が若い社員が増えていますが、彼らを
みていく中で、その成長の遅さとか、やっ
ぱり何かを考えたりまとめていく力がない
なというのを、年々、非常に感じています。
これをどういうふうに捉えるかっていう問
題もあるんですが、今のところで考えてい
くと、やっぱり本を読んで疑問に思ったこ
とに対してどういう考え方を自分で持つか
とか、考え方をまとめていくっていう、考
える力ですよね。この点の不足ではないか
と思います。やっぱり学問の中で身につい
てきたことでもありますので、こういう考
える力をどう養っていくかということは、
教育の中で、今後も重要なことなんじゃな
いかなと考えています。
水井：
　自分の立場は「大学職員」という立場で
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すので、あんまり「大学はこうあるべき
だ！」っていうのをちょっと語りにくいと
ころもあるんですけど。今の地域連携の部
署に異動になって、地域の方といろいろ話
す機会が多くなって、その中で、地域の方
に学生のインターンシップの受け入れを経
営者の方などにお願いするという機会が多
くあります。その中で、社長さん、主に中
小企業の社長さんですが、話を聞いている
と、地元への愛着がすごくあって、大手企
業とかの下請けをやっているようなところ
だけど、自分たちの仕事に対してすごく誇
りを持っていると感じます。新卒採用もど
んどんしたいんだけど、中小企業だから全
然名が通っていないし、応募もしてもらえ
ない状況らしいです。そんな中でもやっぱ
り自分たちは今後、この社会で生き残って
いかなければいけないし、自分の会社も、
もちろん社員たちもいるから続けていかな
いといけないというような話をよく聞きま
す。なので、そういった地域の人と話す中
で感じたのは、社会に対して、今さっき水
口さんが、もっと議論をするべきだと。そ
れはやっぱり学生だけじゃなくてもいいの
かなというふうに思います。地域の人、む
しろ学生、同世代とか先生と議論をするだ
けではなくて、やはり地域の人、いろんな
世代、いろんな職種、いろんなことをして
いる人たちと一緒に、政治のことでもいい
ですし、地域のことでもいいですし、そう
いったことをする機会が増えたほうが今後
の社会を考える上ではいいのかなと思いま
す。というのも、やはり核家族化が進んで、
あんまり今の学生というのは年配の方と話
す機会というのもなくなっていますし、「本
も読む」ということもしなくなっています。
いや、「しなくなっている」わけじゃない
ですね、「読まない」です。はっきり言っ
て「読まない」ので。そういった中で、じゃ
あ自分たちが「教育の現場」で、どういっ
たプログラムを提供できるかと思ったら、
そういった交流の場、議論の場というのを、
座学だけではなくて、そういった仕組みの
中で展開していくことが必要なんじゃない
かと思います。なおかつ、松田先生の講演
の中にもありましたけど、私もエチオピア
に一緒に教務補佐として同行しましたので、
ショック療法的な、学生がフィールドに
行って、ショックを受けて「気付く」とい
うようなこともありますので。インターン
シップもまさにフィールドワークに似てい
るところがあると思っています。インター
ンシップの授業って、最初は学生がみんな
萎縮しているんですね。
　「インターンシップへ行く学生」って実
はアルバイトもしたことないような学生が
多いです。でも、このままではいけないと
気づいて、自分はゆくゆくこの大学を出て
就職しなきゃいけないという中で、アルバ
イトもしたことないし、たぶん就職活動も
このままではうまくいかないかもしれない、
取りあえず大学公認の「インターンシップ
へ行っておこう」ということで「インター
ンシップへ行く」という学生が多いんです。
今年はインターンシップへ行く前にガチガ
チに萎縮した学生が多かったんで、「コミュ
ニケーションスキルアップ講座」というの
をやりました。これは、地域の社長さんな
どに協力していただいて、学生と一緒に短
大の調理室を使わせてもらって、「料理」
をしました。そうするとですね、社長さん
たちも「協力させてもらいます」って言っ
てくれるんですけど、「でも僕は全然料理
できないからね」ということを言うような
社長さんとかもいたりとか、一方で女社長
さんとかも来て、この女社長さんは、「は
い、あなた、これ切りなさい」とか、「こ
れ、買い物行ってきなさい」とか、そうい
うふうにやっているんです。隣にいるその
何もできない社長さんとかが学生と一緒に
買い物行ったりして。そういう中で学生も、
「あ、「社長」だけど、「社長」ってそんな
に固い人ばっかりじゃないんだ」と。やっ
ぱり一人間であるし、自分のお父さん、お
報　告 53
母さん、もしくはおじいさんの世代かもし
れないけど、なんら変わりのない「普通の
人なんだ」ということをこのプログラムか
ら感じてもらって、インターンシップに
行ってもらう。その社長さんからしても、
「自分の孫とあんまり変わらない」とか、「孫
とか息子もこんなんだった」っていうよう
なことをイメージしてもらって、そこでイ
ンターンシップを受け入れてもらって、学
生を育てていくというようなプログラムを
今年はしてみたんですけど。そういった機
会を通じて、学生に何かを感じてもらって、
もっと学びたいという学生は、こちらがさ
まざまなプログラムを、座学でもいいです
し、実践的なものでもいいですし、提供し
ていくっていうのも今後のかたちとしては
いいのかなと、ちょっと考えています。
佐藤：
　私は、そうですね、文化人類学のもっと
も重要なテーゼでもある、他者理解という
問題は今の時代こそ、これからの時代こそ
必要だろうと考えています。やはり外国人
労働者であったりとか、移民という人たち
をどのように捉えていって、どのように日
本社会の中で共生していくかっていう問題
が、まさに大きな喫緊の課題としてあり
ます。すでに日本には250万人ぐらいの外
国人が暮らしているわけですし、そういっ
た人たちの補償問題であったりとか、権利
の問題も考えていく必要があります。最近、
徳島のとある介護施設を調査したことがあ
るんですけれども、そこではフィリピンや
インドネシアなど東南アジアから来たヘル
パーさんが250人くらい働いていていまし
た。よく、日本語がうまく使えるのだろう
か、日本でうまく介護職が務まるのだろう
かといった懸念の声も聞くわけですが、そ
この日本人の入居者さんにとても受けがい
いということでした。その理由の一つとし
て、東南アジアの人たちのハグの文化があ
るということでした。東南アジアでは、抱
きしめたりとか、ボディタッチが一般的で、
肌と肌が触れ合ってぬくもりを感じるとい
うところが、入所者の人たちにとっても親
しみに繋がっているようでした。
　こうした肌と肌のふれあいというのは、
日本人にとってはあまり馴染みのない文
化ですね。一見、相容れないかと思いき
や、どうやらこの介護施設ではプラスに働
いたようです。多くの外国人が日本で働く
ようになるとどうなるんだろうという不安
はあると思います。特に介護のような世界
に、日本語も分からない全く異なる文化圏
の人々がやって来ることに抵抗するような
声も聞きます。ただ、異なる文化だからこ
そのメリットというか、日本人だとなかな
か抵抗があるような肌と肌のふれあいのよ
うなことでも、意外とそういうところは簡
単に乗り越えるものなんだっていうのは意
外でした。とはいえ、このようにうまくい
く背景には、施設内での文化学習もあって、
フィリピンやインドネシアのこと、食文化
や宗教などを少しずつ学んでいったそうで
す。やはり、こうした文化を学ぶ姿勢とい
うか取り組みがあってこそ、うまくいくの
かもしれません。これは介護施設内部での
話ですが、こうした取り組みが社会のいろ
いろな場所で行われるといいなと思います
し、他者との向き合い方を探求してきた文
化人類学の知恵が役立つところだろうと思
います。
保科：
　役立つっていうところで言うと、今、そ
うですね、私が思いつくところとして、大
学院で勉強して、文化人類学っていうもの
と接する機会があった中で、今、仕事をし
ていて役立つなとか思うのは、まずその巻
き込む力とか、先ほどお話した調整力って
いうところってすごく今は役立っているの
かなと思っていて。今、仕事のほうでは農
業をやらせていただいていまして、お米と
かネギとかレタスとかを作っているんです
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けど、特に薬草の栽培を今やっているんで
す。町自体はもともと薬の町っていうこと
で、古くは本当、推古天皇が薬狩りをし
て、明治頃には製薬売薬が盛んな地域だっ
たということ。今、薬の町、高取というと
ころをブランド化していこうということで
行政と一緒に動いていて。そうなってくる
と、いろんな方を巻き込んでやっていかな
いといけなくて。先ほどお話ししたみたい
な利害関係が、それを調整しなきゃいけな
いと。そういう中で、そのフィールドワー
クでいろんな地域に行かせてもらったりも
して、そこで自分の研究したいこととかを、
要はインタビューすることも巻き込むこと
になるので、いかに理解してもらって、賛
同してもらってというところは、今の仕事
にはすごく役に立っているかなというふう
には思っています。あと、佐藤さんが他者
理解っていう話をお話しされまして、外国
人のお話もありましたけど、僕らのところ
は農業と福祉の連携もやっていて。農福連
携って言うんですけど、いろんな障害をお
持ちの方がおられるんですね。発達障害と
か知的障害とか精神障害の方がおられて、
彼らのその考えていることとか行動とかっ
て僕からしたら本当に文化で、全然分から
ないことがたくさんあって。でもやっぱり
相手の立場に立って物事を考えるっていう
意味では、文化人類学がこれまでやってき
たこととたぶん同じなのかなというのは
思っていて。その辺りがすごく役に立って
いるのかなというふうに思っています。あ
と、これは僕がもともと臨床心理学部から
スタートしているというのがあって、最近
は農業もストレスとか心とか体に健康にい
いって言われているんですけど、じゃあそ
れと本当にどうなのかっていうことで、今、
医大さんとか、ほかの大学さんと農村観光
医療ツーリズムというものをやらせていた
だいています。
　いわゆるカウンセリングと農業体験とを
合わせたような、参加者へのフィールド
ワークをしてもらうようなことをしていた
だいたりして、心理学と文化人類学とを組
み合わせながら今、いろいろ実践とかをさ
せていただいてやっています。そういうふ
うに、「役に立つ」って思えるのって実際
にやってみて、行動してみて、あと付けみ
たいなところのほうが多くて、役に立つか
らやっているっていうよりは、こういうこ
とを学んできて、やってみたらこれが役に
立ったよねっていうパターンが多いかなと
いうふうに思います。あと、人文学の、最
近いろんな社会情勢のほうとか僕はあまり
難しい話がよく分からないですけど、ただ、
今回、研究科も閉まっちゃうということで、
すごくそれは寂しいなと思う一方で、その
文化人類学って意外といろんなところで耳
にすることが増えて、それこそ書籍でもそ
うだし、漫画とかテレビとかでも文化人類
学者が登場したりとか、そういうパターン
とか、分かりやすいものも最近出てきたな
と思った中で、こんな研究科が閉まるって
話だったんですけど。文化人類学ってやっ
ぱり分かりづらくて、何を学べるところで、
それを学んだらどうなるのみたいな、分か
りやすいアイコン的なものもないし。例え
ば、臨床心理学だったらカウンセラーって
一つアイコンがあって分かりやすいんです
けど、その辺がないのが。それがあったら
いいかどうかって議論はもちろんあるとは
思うんですけど、その辺りがなかなか広が
らない理由の一つなのかなって思ったり
はします。僕らも薬草とかやっていると、
やっぱり難しいものが多くて。難しいもの
は分かりやすくしようと。分かりやすいも
のは、やっぱり面白くしないと人々には伝
わらないというのを、ここ数年やりながら
思っていて。これから文化人類学、せっか
く、何しろ僕自身あったからこそ今なんと
か生活していけていることとか、いろんな
先輩とか後輩たちを見てきたので、研究科
自体はなくなっちゃいますけど、何かその
精神とか、もともと、その人間学みたいな
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ところはぜひ残していってもらえたらなと
いうふうに思っています。以上です。
笠井：
　役に立つっていうのがすごく難しくて、
私は学問をしている時に、これが将来役に
立つだろうなと思ってやったことが一度も
ないので。役に立つから何かを研究するっ
ていうのも、何かちょっと腑に落ちない気
がして。役に立たないことを研究している
人たちがいてもいい社会がいい社会なん
じゃないかなと思って。全部のことが役に
立つことで埋め尽くされたら、専門的な知
識だけを身に付けるところが大学になっ
ちゃうような気がして。将来役に立つか立
たないかっていうのは、本当に死ぬ間際ま
でというか、死んでからももしかして分か
らないかもしれないんですけど、学んでい
く中ですごく豊かな時間を得られたりです
とか。先ほど、皆さんもお話ししていらっ
しゃいましたけど、たくさんの人に出会え
たりですとか、応援してもらったりですと
か、そういうことがすごく。私は文化人類
学で初めて、たくさんの人が自分の研究に
興味がない人も、ある人もたくさん応援し
てくださったので、これが役に立つの、と
聞かれたことは一度もなくて、それができ
たことがすごく驚きであり、素晴らしいこ
とだったなと思うんですね。ちょっとプラ
イベートなことなんですけど、私の母が２
年ぐらい前からアルツハイマーを発症しま
して、発症してからいつも、自分はなんの
役にも立っていないから死にたいみたいな
ことを言うんですけど、役に立つってどう
いうことなんだろうなって、いつもそれを
言われた時に思う。役に立つって、何か仕
事をしてお金を得ることなのか、あるいは
人を助けることなのか。なんか、そういう
ことしか役に立つって言えないのかなって。
そういう時に、ここで勉強したこととか、
そういうことを通して、役に立つことだけ
がすべてじゃないんじゃないかなっていう
ふうに考える、すごいきっかけを与えてく
れた学問じゃないかなって私は思っていま
す。
遠藤：
　ありがとうございました。大学院を作っ
た時は、業績の優れた教員が多かったとい
うこともありますが、田中先生と文科省、
あの当時は文部省ですか、に行って何の変
更も求められず、すんなり申請が認められ
ました。設置委員の方からがんばってくだ
さい、といわれたことを覚えています。
田中：
　いいですか。田中です。実は、私は２年
遅れてこの大学に来たんですね。ですから、
私がいなかった２年間にもうそのプロジェ
クトは何日に作るんだっていうことが決
まっていて、事がずっと動いていたわけで
すね。その段階で、なかなか動かなくなっ
ちゃってスタックしちゃった時に私が来
て。それで、「今までのやり方ではだめな
ので、田中先生やって」なんていう感じで。
口の悪い方たちには「もうやる気があるの
か、どうするつもりなんだ」って言われな
がらやってきたんですけど。
遠藤：
　最後にちょっと一言ずつ、フロアで何か
発言をしてもらおうと。
田中：
　言ってもいいの。
遠藤：
　はい、大丈夫ですよ。
田中：
　皆さんのお話、いろんなご意見があった
んですけれども、伺ってみて、文化人類学
は作って良かったんだってつくづく思いま
した。こういう非常にそれぞれ関心も違う
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し、学問に対するアプローチとかそういう
のも違うけれども、そもそもマスターコー
スっていうのは学者を作ることじゃないと
私は思っているんですよね。だからその中
から何人かがいい学者になってくれれば、
それは大変嬉しいけれども、学者にならな
くても、今、学部で勉強したよりちょっと
上の段階までいろいろ考えて、ちょっと
違った視点からいろんなことをやってく
れる、オーガナイズする力を持ってくれ
る、考えてくれるという、そういう人たち
ができればいいなというふうに考えて、プ
ログラムを作っていきました。幸い、そう
いうプログラムの作り方で、文部省も、そ
れから審査した先生たちも、何も文句つか
なかったんですよね。呆れ返るぐらい何も
言われなくて。結構ですねっていうような
ことで通ってしまったんですけれども。で
も今日、お話を聞いて、私、今日来て本当
良かったなと思うのは、皆さんたちがそれ
ぞれ全然違うけれども、でも、こんなふう
にいろいろ、ある種、格闘しながら、でも
違ったかたちでいろいろアプローチしなが
ら。でも、こんな生き方とか考え方とか、
それから文化人類学の、いわば効用ですよ
ね。そういうのを考え出してくださって本
当に良かったなと私は、一応、その設立に
関わった人間の一人として皆さんに感謝し
たいんです。それをずっと引き継いでくだ
さった先生たちにも本当に感謝したいなと
思います。ありがとうございました。
遠藤：
　ありがとうございました。じゃあ最後に
本当に一言ずつ、何か。本当に各自の発言
を聞いて、こんなに語れるようになったっ
ていうことが良かったなと思います。大学
院の時間は有益だったと。
水口：
　ちょっとさっきの続きじゃないですけど、
「役に立つ」ということに関して言わなかっ
たなっていうことで。やっぱり僕自身は、
無駄っていうのは本当に人間にとって非常
に重要な余白というか、経験の基礎を作っ
てくれるものだと思っています。今の「役
に立つことじゃないと駄目だ」っていうの
は、イコール「無駄を排せ」っていうこと
につながっている。でもそれは人生の貧困
を生む。一直線で最短ルートを脇目も振ら
ず邁進さえすればいいということは、言い
換えれば代わりの道の存在と出会うルート
を閉ざしてしまうっていうことになってし
まいます。道を突き進んで、もし駄目だっ
たら破滅しかないという、そういう人生の
設計図を書くことを強要することになると
思うんですよね。その結果、人はサバイバ
ルするために絶対安全パイの道しか選べな
くなるし、他人の無駄も許容できなくなる。
そういう思想は、間違いも許容できないハ
イリスクで硬直した社会、抑圧された人生
というディストピアへと直結している。だ
から教養っていうものであったりとか、無
駄に見えることっていうことの豊かさって
いうのは、本当はもっともっと評価されな
きゃいけない部分で、そういう部分も担っ
ていたはずの大学っていうものをどうやっ
て取り戻していくのかっていうのは大きな
課題だと思います。まあ、一番は予算配分
と人事権かもしれませんが。日本では高校
卒業してすぐ行くのが大学だと思っている
人が非常に多いですけれども、そうじゃな
くて、経験を積んだあとにより深く学ぶた
めに大学に帰ってくるっていうことも含め
て、多様な大学の在り方も含めて、模索し
ていくほかないなと思います。
小林：
　お願いとしてですが、受け取られ方で
語弊があったら申し訳ないんですけども。
やっぱり文化人類学科がなくなって、大学
院の文化人類学研究科もこれでなくなるわ
けなんですけども、私としてはすごく寂し
いものを感じています。それは皆さんも一
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緒だと思うんですけども。僕も仕事をして
いる中で、ほかの大学の先生に会ったり、
ほかの学校をみるようになりまして、非常
に感じているのが、やっぱりどこも同じよ
うな学校になってきているなというところ
があります。時代のニーズに合った複合的
な分野を学べたり、資格を取得できるよう
な学校の人気が出てきちゃっているなとい
うのが正味思っているところです。やっ
ぱり僕らが入学した時に、この文化人類
学、臨床心理学とこの２本の柱があったの
が非常に特徴的な学校だったと思っていま
すが、この言い方がちょっと語弊があるか
もしれませんけど、今はどこの学校とも変
わらなくなってきて、どういうふうにここ
から差別化が図れるのかなというのは思い
ます。今日の話の中でも、やっぱり皆さん、
フィールドワークを非常に重要視されてき
たところだし、特徴にできる要素だと思い
ます。やっぱり僕自身もこれから、文教を
出たからこそ、という人材が出てきてくれ
るとすごく嬉しいなと、社会に出てきてく
れると嬉しいなと思いますので、人材の育
成、今後も特徴のある学校づくりをお願い
したいなと思います。
水井：
　今、気が付いたんですけど、私のことで
恐縮なんですけど、実は私通っていた学
部のほうも来年から名前が変わるそうで、
で、研究科はなくなってしまい、二つとも
ちょっとショックなことがあるなと思った
んですけど。松田先生の講演の副題にもあ
りましたとおり、「このまま終わると思う
なよ！」ということを私は言いたいなと思
います。というのも、研究科は無くなりま
す。学科も無くなりましたけど、文化人類
学の先生がいなくなるわけではありません
ので、京都文教大学の教育の中で、文化人
類学の要素というのはまだまだ生き続けま
すし、文化人類学科卒業生も職員の中に何
人もいますので、そういったものたちが文
化人類学の心を、後世、後輩たちに引き継
いでいけたらいいのかなと思います。
佐藤：
　私も少しお願いということになるかもし
れないですが、私が本業でやっている研究
活動として、戦争の記憶と継承というテー
マがあります。これは、満洲や植民地を経
験してきた人へのインタビューを通して、
その語りを残すことを目的としているわけ
ですが、そういった人もすでに90歳とか
100歳近くとか、戦後70年以上経つとそれ
ぐらいになってしまうわけですが、そうす
ると、どんどんインタビューが困難になっ
たり、亡くなられたりします。そうすると、
ご本人たちが所有していたいろんな資料が
紛失、消失するケースが多々あります。ご
家族がいる場合でも、こういった戦争や引
揚げの話を聞いたことがないということも
よくあって、自分のおじいちゃんが亡く
なって、なんでこんなボロボロの資料が家
にあるのかよく分からなくて、廃品回収に
出されてしまうということを何度も目にし
ています。これは研究的な目線から見ると、
たいへん貴重な歴史的資料がどんどん散逸
してしまっている状況であって、それをな
んとか防ぎたいと考えています。こうした
資料の紛失、散逸をどうにかできないもの
かと思い、若手研究者と一緒に研究会活動
をはじめました。「満洲の記憶」研究会と
いう会です（http://manshunokioku.blog.
fc2.com/）。Facebook でも発信しています
（https://www.facebook.com/groups/3595
59330877470/）。そこで、もしかしたら皆
さんのご家族にも満洲から引揚げた方がい
らっしゃるかもしれないですし、もし古い
資料を譲っていただけることがありました
ら、上記 URL からご連絡いただけました
らたいへん嬉しく思います。どうぞよろし
くお願いします。以上です。
保科：
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　今日は呼んでいただいてありがとうござ
いました。久々に大学院のこととか学部の
ことを振り返ることができて、呼んでいた
だいて本当に良かったなというふうに思い
ます。研究科がなくなるっていうことで先
ほどもお話がありたぶん皆、寂しい思いを
していますし、何かもっとやれたことが
あったのかなって、卒業生っていう意味で
もちょっと感じることもあって。ただ、私
自身は文化人類学研究科があって、今の生
活が本当にあって、本当に感謝でいっぱい
な気持ちがありますし、あと、これは個人
的な話ですけど、奥さんが文化人類学科の
後輩になるので、そういう意味でも出会い
があったということの感謝と、あとはこの、
すごく個人的なんですけど今年の１月に子
どもも生まれまして、10カ月で毎日可愛
いんですけど、そういう意味でもすごくあ
りがたいのと。あと、ちょうど就職をする
タイミングの時に、松田先生に一度そんな
話を、就職の話をしたことがあって。その
時、松田先生から、修了して５年ぐらいし
たらそれなりのものになっているよって言
われて、その言葉を信じて、今まで自分が
やってきたことを信じてやってきて、少な
からず、家族３人暮らせるだけの生活はで
きているっていうことで、本当に大学院で
学んだことが本当に今につながっているの
かなっていうふうに思っています。この文
化人類学研究科がなくなって、その思いと
かは、少なからず続いていってほしいって
いう思いと、また、私、ここにいる先輩方
とかと一緒に、自分たち自身もその学んだ
ことっていうのをまた社会に還元していっ
て、それを、名前がなくても思いとしてつ
なげていくっていうことを、これからは
やっていきたいなというふうに思っていま
す。奈良の高取町にいますので、もし何か
興味がありましたらいつでも遊びに来てい
ただいたり、フィールドワークしに来てく
ださったりしていただけたらと思います。
水井さんにはあとで、インターンシップ、
うちも受け入れているので、それを伝えよ
うと思っています。以上です。ありがとう
ございます。
笠井：
　今日は本当にありがとうございました。
お会いしたこともない先輩とお会いできま
したし、こんなにたくさんの方にお話聞い
ていただいて、本当にありがとうございま
した。すごく豊かな時間を皆さんと過ごす
ごとができて嬉しかったです。ありがとう
ございます。
遠藤：
　ありがとうございました。今日来ていな
いですけど、片岡さんは、例えば、修論で
東九条マダンのことを書いて、たぶんずっ
と10年ぐらい運営に関わっていて、授業
に来てもらって話をしたことを思い出しま
した。今の皆の話を聞いていて、いろんな
ことを思い出しましたが、皆、苦労しなが
らここまで来たなっていうので、大変嬉し
いなと思います。ではちょっと少し時間
オーバーしていますけど、フロアの方で何
か発言ありましたらよろしくお願いします。
せっかくの機会ですので。
森田：
　大学入学も１期生で、大学院も１期だっ
た森田と言います。本業はネパール、ヒマ
ラヤの研究をずっと続けております。人類
学の中で役に立つっていうので、今、ネ
パールが地震にあって、防災がいろんな取
り組みというのでいろいろな国でやってい
るんですけど、そこに専門家の方たちが日
本から来ました。でもほとんど撤退してい
るんですね。結局その専門家の方たちは、
防災の技術やそういうものは知っていて
も、現地の文化や仕組みとか考え方をまっ
たく知らないんで。今、大阪市大の防災研
究センターの先生方とプロジェクトを組ん
でいるんですけども、こちらのほうはＮＰ
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Ｏ法人を立ち上げてやっています。その時
にやはりそれを、現地の人が言っている言
い分をトランスレーションすると。専門家
の人たちが言っていることを現地の人にト
ランスレーションすると。そういう何かプ
ラットフォームみたいな役割っていうのを
人類学が担っていて、それはすごく見えに
くいんですね、外からは。でも、それがな
いとお互いなんの会話をしているか分から
ないと。お互いの考え方がお互いに伝わら
ないので、イライラをぶつけ合って、結
局、プロジェクトが消えるというのがすご
く多くありまして、そういうところに人類
学の役割って。本来で言うと、それぞれの
人の考え方があるかもしれない。「自分と
一緒の考え方で同じものしかないのかなっ
ていうのと違うものがある可能性を探り出
すもの」が役に立つところかなっていうの
が今までずっと続けてきた心境です。でも
僕としては大学院の時を思い出すと、朝ま
で皆、論文と格闘したり、いろんなことを
しながら。あと、今は違うかもしれないで
すけど、あの当時、キッチンがありまして、
誰がキッチンに立つかによって帰る人と残
る人が出てきて、今日はおいしいもの食べ
られる、今日は残念かもしれないとか。あ
と、冷蔵庫に僕がプリンを作っていたんで
すけど、皆さんが冷蔵庫毎回開けるのでな
かなか冷えなくて困ったなというのを今思
い出したりしています。でも、そういう大
学院の中でいろんな可能性を見たり、いろ
んな生活ができたっていうのが、のちのち
になって財産になっているのかなっていう
のが僕の感想です。ありがとうございます。
遠藤：
　ほかにありませんか。今日、ぜひここで
言っておきたいことがありましたら。
田中：
　同じ１期生の稲垣さん。
稲垣：
　すいません、森田君、小林君、水口君と
同じですかね、学部１期生で、大学院も１
期生の稲垣と申します。そうですね、時間
もないことなので、ちょっと。今の皆さん
のお話聞いていて思ったのが、役に立つ、
立たないっていう議論ももちろんあると思
うのですけど、ただ、忘れたらあかんなと
思うのは、役に立つ、立たないじゃなくて、
「役に立たなきゃいけないわけじゃない」
ということを文化人類学は包摂しているん
じゃないかなってちょっと思ってはいます。
立たなきゃいけないっていうふうに思うわ
けじゃないっていうのをちょっと忘れない
でほしいなと。
田中：
　そもそも何にとって役に立つんですかっ
て。
稲垣：
　そうですね。
田中：
　だから私たちがやっていることだって、
いつ、どういうふうに役に立つか分かんな
いと思うし、結構役に立っていると。
稲垣：
　そうです、役に立っていると思います。
ちょっとそれと関係があるので最近思って
いるのは、よく言われる文化人類学の同時
代性っていうのがもちろんあるとは思うん
ですけど、もちろん今現在に生きている人
たちのことをやっているので、ちょっとＳ
Ｆかもしれないんですけど、ある意味、文
化人類学のやっていることっていうのは、
我々の未来を選択しないといけないことな
のかもしれないなっていうのはちょっと
思っていまして。要するに今、私が思うの
は、今まで震災ですとか原発の事故とかが
あって、自分たちの生活っていうのは実は
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もう、もしかしたらこのまま営むことがで
きないかもしれないっていうこととか、あ
と、技術がどんどん進歩していく、より良
くなっていくっていうことの、もしかした
ら限界があるんじゃないかっていうところ
がちょっと見えたような。例えば、電力の
問題とかもあると思うんですけど。その時
に、今まで文化人類学が研究してきた、そ
の研究っていうもの自体が、その人たちが
営んできたものっていうのが実は我々が未
来選択しないといけないことも含まれてい
るんじゃないのかっていうことをなんとな
く思ったりもしました。あと、佐藤さんも
おっしゃっていたんですけど、介護施設の
問題で、この間、台湾にちょっと旅行に
行ったんですけど。台湾では介護のスタッ
フとして東南アジアから来た人たちが、要
するに車椅子を押している人たちがもう
ベールをしている人たちだったんですけど、
それって近いうち、日本でも訪れることな
んじゃないかなということを思ったりもし
て。やっぱり未来、自分たちが選んでいか
ないといけないことも含んでいるのかなっ
て思ったりもします。あんまりまとまって
いないですけど。
遠藤：
　ありがとうございました。大学院を作っ
た時に、学費については学部と同額はやめ
てほしいいうことで、何回も田中先生と交
渉に行ったのですが、ついに実現しなかっ
たですね。院生の皆さんには本当に迷惑を
かけたなと思いますので、お詫びをいたし
ます。それから、西川先生が退職した後、
つい最近、京都の占領下の出来事の記憶に
ついて本を出版されました。ものすごい反
響で、多数の書評が書かれています。やっ
ぱりぜひ姿勢を見習いたいと。これからも
頑張っていきたいと思います。どうもあり
がとうございました。
